
Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect
with Megaport

簡素化と一貫性を実現するために、Cisco SD-WANソリューションは Cisco Catalyst SD-WAN
としてブランド名が変更されました。さらに、Cisco IOS XE SD-WANリリース 17.12.1aおよび
Cisco Catalyst SD-WANリリース 20.12.1以降、次のコンポーネントの変更が適用されます。
Cisco vManageから Cisco Catalyst SD-WAN Managerへの変更、Cisco vAnalyticsから Cisco
Catalyst SD-WAN Analyticsへの変更、Cisco vBondから Cisco Catalyst SD-WAN Validatorへ
の変更、Cisco vSmartから Cisco Catalyst SD-WANコントローラへの変更、および Ciscoコン
トローラから Cisco Catalyst SD-WAN制御コンポーネントへの変更。すべてのコンポーネント
ブランド名変更の包括的なリストについては、最新のリリースノートを参照してください。新

しい名前への移行時は、ソフトウェア製品のユーザーインターフェイス更新への段階的なアプ

ローチにより、一連のドキュメントにある程度の不一致が含まれる可能性があります。

（注）
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表 1 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

Cisco Catalyst 8000v Edgeソフ
トウェア（Cisco Catalyst
8000V）インスタンスを
Megaportファブリックのイン
ターコネクトゲートウェイと

して展開し、Cisco Catalyst
SD-WANブランチの場所をイ
ンターコネクトゲートウェイ

に接続することができます。

インターコネクトゲートウェ

イから、AWS Cloud OnRamp
またはMegaportファブリック
内の別のインターコネクト

ゲートウェイへのソフトウェ

ア定義型インターコネクトを

作成することができます。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
リリース 17.5.1a

Cisco vManageリリース 20.5.1

Megaportのソフトウェア定義
型インターコネクト

Cisco Catalyst 8000v Edgeソフ
トウェア（Cisco Catalyst
8000V）インスタンスを
Megaportファブリックのイン
ターコネクトゲートウェイと

して展開し、Cisco Catalyst
SD-WANブランチの場所をイ
ンターコネクトゲートウェイ

に接続することができます。

インターコネクトゲートウェ

イから、Google Cloud VPC、
Microsoft Azure VNetまたは
VirtualWANへのソフトウェア
定義型インターコネクトを作

成し、Megaportファブリック
を介してブランチの場所をク

ラウドリソースにリンクする

ことができます。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
リリース 17.6.1a

Cisco vManageリリース 20.6.1

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud
Interconnect with Megaport：
Google CloudおよびMicrosoft
Azureへのインターコネクト
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説明リリース情報機能名

Cisco Catalyst SD-WANファブ
リックを、Megaportのイン
ターコネクトゲートウェイか

ら AWS、Google Cloud、およ
びMicrosoft Azureクラウド
サービスプロバイダーに拡張

できます。Cisco SD-WAN
ManagerのCloudOnRampワー
クフローを使用して、イン

ターコネクトゲートウェイと

クラウドサービスプロバイ

ダー間のセキュアなプライ

ベート Cisco Catalyst SD-WAN
接続をプロビジョニングする

ことができます。

Cisco vManageリリース 20.9.1Megaportとの暗号化されたマ
ルチクラウドインターコネク

ト
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説明リリース情報機能名

Cisco vManageリリース 20.10.1AWSおよびMicrosoft Azureへ
のインターコネクト接続の追

加プロパティの変更
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説明リリース情報機能名

AWSへのインターコネクト接
続：

• Cisco vManageリリース
20.9.x以前：ホスト型VIF
接続の作成後は、その帯

域幅のみを編集できま

す。ホスト型接続のプロ

パティは、接続の作成後

に編集できません。

この機能により、接続の

作成後に、ホスト型 VIF
接続とホスト型接続の両

方の追加プロパティを編

集できます。編集可能な

プロパティの完全なリス

トについては、表4 :AWS
へのインターコネクト接

続の編集可能なプロパ

ティ（81ページ）を参照
してください。

• Cisco vManageリリース
20.9.x以前：接続に関連付
けられているVPCタグを
編集することはできませ

ん。

この機能を使用して、プ

ライベートホスト型VIF、
プライベートホスト型接

続、またはトランジット

ホスト型接続のVPCのア
タッチまたはデタッチ

や、VPCを追加または削
除するための接続に関連

付けられているVPCタグ
の編集を行います。

Microsoft Azureへのインター
コネクト接続：

• Cisco vManageリリース
20.9.x以前：接続の作成後
は、その帯域幅のみを編
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説明リリース情報機能名

集できます。接続の他の

プロパティは編集できま

せん。

この機能を使用して、

Microsoftのピアリング接
続とプライベートピアリ

ング接続の両方の追加プ

ロパティを編集します。

編集可能なプロパティの

完全なリストについて

は、表 6 : Microsoft Azure
へのインターコネクト接

続の編集可能なプロパ

ティ（83ページ）を参照
してください。

• Cisco vManageリリース
20.9.x以前：接続に関連付
けられているVNetタグを
編集することはできませ

ん。

この機能を使用して、プ

ライベートピアリング接

続のVNetのアタッチまた
はデタッチや、VNetを追
加または削除するための

接続に関連付けられてい

るVNetタグの編集を行い
ます。
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説明リリース情報機能名

監査管理機能は、インターコ

ネクトクラウドとプロバイ

ダーの接続状態が、Cisco
SD-WAN Managerの接続状態
と同期しているかどうかを把

握するのに役立ちます。この

状態とは、Cisco Catalyst
SD-WANがクラウドサービス
およびプロバイダーと確立す

るさまざまな接続ステータス

のことを指します。監査は、

Cisco SD-WANManagerインテ
ントとクラウドで実現された

内容の間の乖離または不一致

を特定するのに役立ちます。

Cisco IOS XE Catalyst SD-WAN
リリース 17.11.1a

Cisco vManageリリース 20.11.1

監査管理

• Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの前提条件（7ページ）
• Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの制約事項（8ページ）
• Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportに関する情報（15ページ）
• Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの設定ワークフロー（18ページ）
• Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの前提条件の設定（20ページ）
• AWSへのインターコネクトの作成（27ページ）
• Google Cloudへのインターコネクトの作成（47ページ）
• Microsoft Azureへのインターコネクトの作成（59ページ）
•インターコネクトゲートウェイ間のインターコネクトの作成（78ページ）
•設定の確認と変更（79ページ）
•監査管理（88ページ）
• Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportのトラブルシューティング（89
ページ）

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの
前提条件

• Megaportアカウントを作成します。

Cisco Commerce Workspaceでの発注プロセスの一環として、アカウントの作成に関する電
子メールをMegaportから受信します。詳細については、この電子メールを参照してくだ
さい。

•インターコネクトゲートウェイとクラウドプロバイダー間のパブリックピアリングを必要
とする接続の場合は、パブリック BGP ASNとパブリック BGPピアリング IPアドレスを
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指定します。接続を作成する前に、パブリック BGP ASNとパブリック BGPピアリング
IPアドレスの使用が組織で許可されていることを確認してください。

•インターコネクトゲートウェイとして展開する Cisco Catalyst 8000vインスタンスのUUID
が必要な数あることを確認します。

• Cisco SD-WAN Managerがインターネットに接続できることを確認します。

設定ワークフローの一環として、CiscoSD-WANManagerはインターネットを介してMegaport
ポータルに接続します。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの
制約事項

一般的な制約事項

•各場所では、一度に1つのインターコネクト操作（インターコネクトゲートウェイの展開
や、接続の作成または削除など）のみを実行できます。

•すべてのインターコネクトとクラウドの操作には時間制限があります。操作がタイムアウ
トした場合は、Cisco SD-WAN Managerが失敗を報告します。現在、このタイムアウト値
は設定できません。

•グローバル設定を変更すると、変更後に作成された新しいゲートウェイまたは接続に変更
が適用されます。変更前に作成されたゲートウェイまたは接続には、変更は影響しませ

ん。

•クラウドサービスプロバイダーの割り当ては、Cisco SD-WANManagerから作成されるす
べてのインターコネクトクラウド接続に適用されます。

• Cisco vManageリリース 20.9.2および Cisco vManageリリース 20.10.1以降では、AWSリー
ジョンのトランジットホスト型接続で、1つのトランジットゲートウェイのみを Direct
Connectゲートウェイに関連付けることができます。

Cisco SD-WAN Managerは Cisco vManageリリース 20.9.2および Cisco vManageリリース
20.10.1以降でこの制限を適用しますが、Cisco vManageリリース 20.9.1以前のリリースで
は、AWSリージョンの Direct Connectゲートウェイに、1つのトランジットゲートウェイ
のみを関連付けることを推奨します。

• Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.10.1a以降では、Cisco Catalyst SD-WAN Cloud
Interconnect with Megaportは、バージョン Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.6.1a
以降でのみサポートされます。

• Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース 20.12.2以降では、マルチクラウドワークフロー
の一環として作成されたトランジットゲートウェイは、SDCIワークフローのトランジッ
ト接続の下にリストされません。
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AWSへのインターコネクト

• AWSクラウドリソースへの接続を作成する際は、AWSのクォータと制限に準拠してくだ
さい。Cisco SD-WAN Managerは、すべての AWSのクォータと制限を適用するわけでは
ありません。

•異なる AWSアカウントに属するクラウドリソースを、単一の接続の一部として使用する
ことはできません。

•プライベート VIFまたはトランジット VIFを Direct Connectゲートウェイにアタッチしま
す。プライベート VIFとトランジット VIFの組み合わせを、同じ Direct Connectゲート
ウェイにアタッチすることはできません。

• Cisco vManageリリース 20.9.2以降では、AWSリージョンのトランジットホスト型接続
で、1つのトランジットゲートウェイのみを Direct Connectゲートウェイに関連付けるこ
とができます。

Cisco SD-WANManagerはCisco vManageリリース 20.9.2以降でこの制限を適用しますが、
Cisco vManageリリース 20.9.1以前のリリースでは、AWSリージョンのDirect Connectゲー
トウェイに、1つのトランジットゲートウェイのみを関連付けることを推奨します。

•特定の VPCへのすべての接続は、以下を満たしている必要があります

•同じ Direct Connectゲートウェイとピアリングしている

•同じトランジットゲートウェイまたは仮想プライベートゲートウェイのアタッチメン
トがある

•トランジット VIFの場合、トランジットゲートウェイと Direct Connectゲートウェイは、
異なる BGP ASNを使用する必要があります。

• Cisco vManageリリース 20.5.1では、作成後は接続を編集できません。

Cisco vManageリリース 20.6.1以降では、以前に作成したホスト型 VIF接続の帯域幅を変
更できます。ただし、ホスト型接続の帯域幅は、作成後に変更できません。

•ホスト VPCタグの作成時に、AWSマルチクラウドワークフローまたはインターコネクト
接続ワークフローのいずれかを使用して、タグを使用することを選択します。この選択

は、タグの作成後は変更できず、タグが削除されるまで維持されます。

• Cisco vManageリリース 20.9.x以前：インターコネクト接続用に選択されたホスト VPCタ
グは、タグの使用中は編集できません。

Cisco vManageリリース 20.10.1以降：インターコネクト接続用に選択されたホスト VPC
タグは、タグの使用中に編集してホスト VPCを追加または削除することができます。

• Cisco vManageリリース 20.9.x以前：ホスト VPCがタグに関連付けられていて、そのタグ
がインターコネクト接続の設定で使用されている場合、タグからホスト VPCの関連付け
を解除して別のタグに関連付けることはできません。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
9

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの制約事項



Cisco vManageリリース 20.10.1以降：ホスト VPCがタグに関連付けられていて、そのタ
グがインターコネクト接続の設定で使用されている場合、次の条件のいずれかまたは両方

が満たされている場合は、タグからホスト VPCの関連付けを解除することができます。

•その他のホスト VPCがタグに関連付けられている

•その他の VPCタグがインターコネクト接続の設定で使用されている

タグからホスト VPCの関連付けが解除された後に、別のタグにホスト VPCを関連付ける
ことができます。

インターコネクト接続の設定で VPCタグが使用されている場合、追加するホスト VPCが
すでにタグに関連付けられているホスト VPCと同じリージョンに属していれば、追加の
ホスト VPCをタグに関連付けることができます。

•インターコネクトゲートウェイから AWS Direct Connectゲートウェイへの Direct Connect
プライベートホスト型 VIF、Direct Connectプライベートホスト型接続、または Direct
Connectトランジットホスト型接続を作成するときに、BGPピアリング用のカスタム IPア
ドレスを指定するか、内部に予約されたプールからの IPアドレスをCiscoSD-WANManager
に選択させることができます。

Cisco vManageリリース 20.5.1では、IPアドレスはサブネット 192.168.0.0/16から選択され
ます。Cisco vManageリリース 20.6.1以降では、IPアドレスはサブネット 198.18.0.0/16か
ら選択されます。CiscoSD-WANManagerをリリース 20.5.xから 20.6.1以降にアップグレー
ドする前に、Cisco vManageリリース 20.6.1以降で内部に予約されているサブネット
198.18.0.0/16からのカスタム BGPピアリング IPアドレスを使用するように AWSへの接
続が設定されているかどうかを確認します。該当する場合は、その接続を削除し、

198.18.0.0/16と重複しないカスタム IPアドレスを使用して接続を再作成します。

•インターコネクトトランジット接続の編集時に、同じリージョン内の VPCタグのない新
しいトランジットゲートウェイが選択された場合、接続の編集は破棄されます。

Microsoft Azureへのインターコネクト

•ホストVNetタグの作成時に、MicrosoftAzureマルチクラウドワークフローまたはインター
コネクト接続ワークフローのいずれかを使用して、タグを使用することを選択します。こ

の選択は、タグの作成後は変更できず、タグが削除されるまで維持されます。

• Cisco vManageリリース 20.9.x以前：インターコネクト接続用に選択されたホストVNetタ
グは、作成後は編集できません。

Cisco vManageリリース 20.10.1以降：インターコネクト接続用に選択されたホスト VNet
タグは、タグの使用中に編集してホスト VNetを追加または削除することができます。

• Cisco vManageリリース 20.9.x以前：ホストVNetがタグに関連付けられていて、そのタグ
がインターコネクト接続の設定で使用されている場合、使用中のタグからホスト VNetの
関連付けを解除して別のタグに関連付けることはできません。
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Cisco vManageリリース 20.10.1以降：ホスト VNetがタグに関連付けられていて、そのタ
グがインターコネクト接続の設定で使用されている場合、次の条件のいずれかまたは両方

が満たされている場合は、タグからホスト VNetの関連付けを解除することができます。

•その他のホスト VNetがタグに関連付けられている

•その他の VNetタグがインターコネクト接続で使用されている

タグからホスト VNetの関連付けが解除された後に、別のタグにホスト VNetを関連付け
ることができます。

インターコネクト接続の設定で VNetタグが使用されている場合、追加するホスト VNet
がすでにタグに関連付けられているホスト VNetと同じリージョンに属していれば、追加
のホスト VNetをタグに関連付けることができます。

•インターコネクトゲートウェイからMicrosoft Azure ExpressRouteへのプライベートピアリ
ング接続を作成するときは、ExpressRoute回線と同じリソースグループに属するVNet、仮
想WAN、および仮想ハブのみを接続にアタッチできます。別のリソースグループからの
VNet、仮想WAN、および仮想ハブのアタッチは、サポートされていない設定です。

Google Cloudへのインターコネクト

•各クラウドルータは、すべての BGPセッションに同じ ASNを使用します。

暗号化されたマルチクラウドインターコネクトの制約事項

サポート対象の最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1

AWSへのインターコネクト

• AWSの要件に従って、

•クラウドゲートウェイの最小インスタンスタイプは x-largeである必要があります。

• 1つのインターコネクト接続に最大 10個のクラウドゲートウェイをアタッチできま
す。

• 1つのクラウドゲートウェイは、30個のインターコネクト接続に接続できます。

Microsoft Azureへのインターコネクト

• 1つのクラウドゲートウェイを 8つの異なるクラウドインターコネクト接続にアタッチで
き、1つのインターコネクト接続を 5つの異なるクラウドゲートウェイに接続できます。

•異なるリージョンのクラウドゲートウェイに接続するには、ExpressRoute回線が Premium
タイプである必要があります。

• MicrosoftAzure展開では、クラウドゲートウェイのWANインターフェイスでCiscoCatalyst
SD-WANトンネルの色は自動的に設定されないため、WANインターフェイスの色を手動
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で更新する必要があります。テンプレートの色がブランチルータ、インターコネクトゲー

トウェイ、およびクラウドゲートウェイの色と一致していることを確認します。

Google Cloudへのインターコネクト

• Google Cloudゲートウェイへのクラウドインターコネクト接続は、冗長性が有効になって
いる場合にのみサポートされます。

• 1つの接続にアタッチできる Google Cloudゲートウェイは 1つだけです。

•既存の Google Cloudゲートウェイは、クラウドインターコネクトではサポートされませ
ん。

•リージョンとネットワークの組み合わせに対して、最大 5つのGoogle Cloud Routerを作成
できます。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの使用上の注意
表 2 :接続設定の制限

カウント説明

インターコネクトゲートウェイ

15

注：集約VXC帯域幅がインターコネクトゲートウェ
イの帯域幅容量を超えることはできません。

インターコネクトゲートウェイあたり

の最大接続数（VXC）

AWSへのインターコネクト

10プライベート VIFの AWSへの接続あ
たりの VPCの最大数

デフォルト：15

最大：15,000

トランジット VIFの AWSへの接続あ
たりの VPCの数

3トランジット VIFの AWSへの接続あ
たりのトランジットゲートウェイの最

大数

1接続あたりのDirectConnectゲートウェ
イの最大数

デフォルト：30

制限はリクエストに応じて増やすことができます。

AWS Direct Connectゲートウェイあた
りの VIF（プライベートまたはトラン
ジット）の最大数

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
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カウント説明

1AWS Direct Connectホスト型接続あた
りのプライベート、パブリック、また

はトランジット VIFの最大数

100トランジット VIFのブランチの場所か
ら AWSへのプレフィックスの最大数

Microsoft Azureへのインターコネクト

2ExpressRouteに接続できるインターコ
ネクトゲートウェイの最大数

10ExpressRouteが接続できるVNetの最大
数

4VNetに接続できるExpressRouteの最大
数

ピアリングの場所あたり 8仮想ハブに接続できる ExpressRouteの
最大数

20 Gbps仮想WAN ExpressRouteゲートウェイ
あたりの最大総スループット

500～（仮想WAN内の仮想ハブの合計数）仮想ハブに接続できる VNetの最大数

AWSへのインターコネクト

• AWSへの接続を削除すると、CiscoSD-WANManagerは、接続の確立中に作成されたVIF、
仮想プライベートゲートウェイ、およびルートテーブルを削除します。

•接続を削除すると、Cisco SD-WAN Managerは、接続の確立中に作成された Direct Connect
ゲートウェイ、トランジットゲートウェイ、または仮想プライベートゲートウェイへのア

タッチメントと関連付けを削除します。

• AWSへの接続の作成中に、Cisco SD-WAN Managerから Direct Connectゲートウェイまた
はトランジットゲートウェイを作成した場合、接続を削除してもゲートウェイは削除され

ません。必要に応じて、これらの AWSリソースを管理します。

•接続を作成すると、新しいルートテーブルが作成され、接続にアタッチされたホストVPC
のメインルートテーブルとして設定されます。

Cisco vManageリリース 20.5.1では、仮想プライベートゲートウェイまたはトランジット
ゲートウェイへのデフォルトルートがメインルートテーブルに作成され、ルート伝達が有

効になっています。必要に応じてルートと伝達を編集します。

Cisco vManageリリース 20.5.1以降では、インターコネクトによってアクセスする必要が
あるスタティックルートとサブネットの関連付けを、Cisco SD-WAN Managerによって新
しく作成されたメインルートテーブルに移動する必要があります。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
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Cisco vManageリリース 20.6.1以降では、トランジットゲートウェイのみへのデフォルト
ルートがメインルートテーブルに作成され、ルート伝達が有効になります。必要に応じて

ルートと伝達を編集します。

•グローバル設定を変更すると、変更後に作成された新しいゲートウェイまたは接続に変更
が適用されます。変更前に作成されたゲートウェイまたは接続には、変更は影響しませ

ん。

Google Cloudへのインターコネクト

•非冗長接続の場合は、各ネットワークリージョンに Google Cloud Routerを展開し、各
Google CloudRouterのVLANアタッチメントを作成する必要があります。Megaportファブ
リックでは、インターコネクトゲートウェイから各 Google Cloud Routerへのインターコ
ネクトが作成されます。

•冗長接続の場合は、各ネットワークリージョンに 2つのGoogle Cloud Routerを展開し、各
Google CloudRouterのVLANアタッチメントを作成する必要があります。Megaportファブ
リックでは、インターコネクトゲートウェイのペアのそれぞれから各Google CloudRouter
へのインターコネクトが作成されます。

•インターコネクトアタッチメントで使用するには、Google Cloud Routerの Google ASNを
16550に設定する必要があります。

Microsoft Azureへのインターコネクト

• ExpressRouteにアタッチされた VNetへの HA接続を提供するために特定の ExpressRoute
に接続できるインターコネクトゲートウェイのペアは、1つだけです。

インターコネクトゲートウェイの 2番目のペアを同じ vNetに接続するには、別の
ExpressRouteを作成し、vNetを ExpressRouteにアタッチして、インターコネクトゲート
ウェイを ExpressRouteに接続します

VNetに接続するこのようなExpressRouteを最大4つ用意して、各ExpressRouteをインター
コネクトゲートウェイのペアに接続することができます。

• ExpressRouteは最大 10個の VNetに接続できます。インターコネクトゲートウェイから
ExpressRouteへの接続を作成するときに、VNetをExpressRouteにアタッチすることができ
ます。VNetは、接続用に選択した VNetタグに基づいてアタッチされます。

10個を超えるVNetに適用されるVNetタグを選択した場合、または選択されるVNetの総
数が 10個を超えるようなVNetタグの組み合わせを選択した場合、インターコネクトの作
成は失敗します。

インターコネクトゲートウェイからの接続を作成するときに

ExpressRouteにアタッチできるVNetの数の決定では、Azureポー
タルから ExpressRouteにアタッチした可能性のある VNetも考慮
されます。

（注）

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
14

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの使用上の注意



• VNetは、VNetゲートウェイまたは ExpressRouteゲートウェイに接続できます。そのた
め、VNetゲートウェイを介した VNetへのプライベートピアリングを作成した場合、
ExpressRouteゲートウェイを介した同じ VNetへのプライベートピアリングを作成するこ
とはできません。その逆も同様です。

• VNetが仮想WANの仮想ハブに接続されている場合、同じ VNetを別の仮想WANに接続
することはできません。

•仮想WANの各リージョンには、仮想ハブが 1つだけ存在する必要があります。

•リージョン内のすべての VNetは、同じリージョン内の単一の仮想ハブに接続する必要が
あります。

•デフォルトは冗長接続であり、この設定のみがサポートされています。Megaportファブ
リック内のインターコネクトゲートウェイのペアからMicrosoft Azureへの接続を作成す
る必要があります。

Microsoft Azure ExpressRouteへのプライマリ接続とセカンダリ接続を作成するインターコ
ネクトゲートウェイのペアを選択するときは、インターコネクトゲートウェイが BGPピ
アリングに同じ BGP ASNを使用するように設定されていることを確認します。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportに
関する情報

SDCIプロバイダーであるMegaportのファブリックに Cisco Catalyst 8000v Edgeソフトウェア
（Cisco Catalyst 8000V）インスタンスを展開できます。さらに、Cisco Catalyst SD-WANファブ
リックを使用して、ブランチの場所をCisco Catalyst 8000vインスタンスにリンクすることがで
きます。ブランチの場所に最も近いMegaportの場所に Cisco Catalyst 8000vインスタンスを展
開することをお勧めします。

Cisco Catalyst 8000vインスタンスは、Cisco Catalyst SD-WANファブリックではエッジデバイス
として機能し、Megaportファブリックではインターコネクトゲートウェイとして機能します。
インターコネクトゲートウェイから、Megaportファブリック内のCloudOnRampまたは別のイ
ンターコネクトゲートウェイへの直接レイヤ2接続（インターコネクト）を作成することがで
きます。インターコネクトは、Megaportファブリックを介してブランチの場所間をリンクする
か、ブランチの場所とクラウドサービスプロバイダー間をリンクします。

Megaportの用語では、インターコネクトゲートウェイはMegaport Virtual Edge（MVE）とも呼
ばれます。インターコネクトゲートウェイから Cloud OnRampまたは別のインターコネクト
ゲートウェイへの直接レイヤ 2接続は、仮想クロスコネクト（VXC）と呼ばれます。

（注）

このセットアップでは、Cisco Catalyst SD-WANファブリックがオーバーレイネットワークと
して機能し、Megaportファブリックがアンダーレイネットワークとして機能します。Megaport
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ファブリックは、データセンターに依存しない、効率的な、高速、低遅延、高帯域幅の接続

を、世界 700ヵ所のデータセンター間で提供します。

インターコネクトゲートウェイからの次のタイプの接続を作成できます。

表 3 :接続のタイプ

開始リリース接続のタイプ接続先

Cisco IOS XE Catalyst
SD-WANリリース 17.5.1a

Cisco vManageリリース 20.5.1

• Direct Connect：パブリックホス
ト型仮想インターフェイス

（VIF）

• Direct Connect：プライベートホ
スト型 VIF

• Direct Connect：パブリックホス
ト型接続

• Direct Connect：プライベートホ
スト型接続

• Direct Connect：トランジットホ
スト型接続

Amazon Web Services

Cisco IOS XE Catalyst
SD-WANリリース 17.6.1a

Cisco vManageリリース 20.6.1

Google Cloud Routerへのパートナー
インターコネクトアタッチメント

Googleクラウド

Cisco IOS XE Catalyst
SD-WANリリース 17.6.1a

Cisco vManageリリース 20.6.1

•パートナー ExpressRoute回線：
Microsoftピアリング

•パートナー ExpressRoute回線：
プライベートピアリング

Microsoft Azure

Cisco IOS XE Catalyst
SD-WANリリース 17.5.1a

Cisco vManageリリース 20.5.1

インターコネクトゲートウェイに接

続されたCisco Catalyst SD-WANのブ
ランチの場所間のリンク

インターコネクトゲート

ウェイ

Cisco SD-WAN Managerでは、以下を行うことができます

• Megaportの場所での Cisco Catalyst 8000vインスタンスの設定と展開

•パブリッククラウドまたはプライベートクラウドへのソフトウェア定義型のクラウドイン
ターコネクトの作成

• Megaportファブリック全体で Cisco Catalyst SD-WANのブランチの場所をリンクするため
のインターコネクトの作成

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
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このソリューションとともにサポートが提供されます。このソリューションに関するご質問や

問題については、シスコサポートにお問い合わせください。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの利点
1. ブランチの場所が、Cisco Catalyst SD-WANファブリックを介してMegaportファブリック
にシームレスに接続します。

2. SLAが保証されたパブリッククラウドまたはプライベートクラウドへのインターコネク
ト。

3. Cisco Catalyst SD-WANファブリックを介したエンドツーエンドのトラフィックのセキュリ
ティ、セグメンテーション、およびポリシー。

4. シスコが、請求、プロビジョニング、およびサポートの単一の連絡窓口となります。

5. Cisco SD-WAN Managerが、クラウドへの接続を管理するための単一のペインを提供しま
す。

6. Cisco Catalyst SD-WANファブリックとMegaport SDN全体のエンドツーエンドの可視性。

7. Cisco Catalyst SD-WANのブランチの場所間、および Cisco Catalyst SD-WANのブランチの
場所とパブリッククラウドまたはプライベートクラウド間の、データセンターに依存しな

いリンク。

暗号化されたマルチクラウドインターコネクト

サポート対象の最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1

Cisco SD-WAN Managerの Cloud OnRampワークフローを使用して、インターコネクトゲート
ウェイとクラウドサービスプロバイダー間のセキュアなプライベート Cisco Catalyst SD-WAN
接続をプロビジョニングすることができます。クラウドインターコネクトプロバイダーのイ

ンターコネクトゲートウェイから、マルチクラウドワークフローの一環として作成された既存

のクラウドゲートウェイへの仮想クロスコネクトを終了できます。詳細については、「Cloud
OnRamp forMulticloud」を参照してください。この機能により、VPCおよびVNETワークロー
ドにアクセスするためのインターネットパスとプライベートパスの両方がサポートされます。

Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース 20.12.1以降では、暗号化されたマルチクラウドイン
ターコネクトは、クラウドWANソリューションを使用した AWSクラウドゲートウェイをサ
ポートしています。

利点

•クラウドインターコネクトプロバイダーバックボーンを介して、ブランチサイトからク
ラウドゲートウェイまでのエンドツーエンドの暗号化を提供します。

•単一の仮想クロスコネクトで複数の VPNセグメントをサポートしています。
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•接続の作成前後の VPCおよび VNETタグの変更をサポートしています。VPNから VPC
または VNETタグへのマッピングは、[Multicloud Intent Management]画面を使用して実行
できます。

•クラウドサービスプロバイダーによって課されるプレフィックスアドバタイズメントの
制限を解消するために、ルートアドバタイズメントがインターコネクトゲートウェイとク

ラウドゲートウェイによって制御されます。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの
設定ワークフロー

前提条件の設定

1. Megaportアカウントを作成します。

Cisco Commerce Workspace（CCW）での発注プロセスの一環として、アカウントの作成に
関する電子メールをMegaportから受信します。詳細については、この電子メールを参照し
てください。

2. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

3. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

4. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

5. インターコネクトゲートウェイとして展開する Cisco Catalyst 8000vインスタンスの UUID
が必要な数あることを確認します。

6. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

7. Cisco Catalyst SD-WANのブランチの場所に最も近いMegaportの場所でインターコネクト
ゲートウェイを作成します。

AWSへの接続のために、Megaportの場所でインターコネクトゲートウェイを作成します。

Google Cloudへの冗長接続のために、Megaportファブリックでインターコネクトゲート
ウェイのペアを作成します。非冗長接続の場合は、Megaportの場所にインターコネクト
ゲートウェイを展開します。

Microsoft Azureに接続するために、Megaportファブリックにインターコネクトゲートウェ
イのペアを作成します。デフォルトは冗長接続であり、この設定のみがサポートされてい

ます。

Cisco Catalyst SD-WANのブランチの場所間の接続のために、ブランチの場所ごとに、最も
近いMegaportの場所でインターコネクトゲートウェイを作成します。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
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AWSへのインターコネクトを作成するためのワークフロー

次の設定手順を実行する前に、前提条件が満たされ、前提条件の設定が適用されていることを

確認してください。

1. AWSアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. AWS仮想プライベートクラウド（VPC）に接続するためのホストプライベートネットワー
クを検出します。

3. 次のいずれかのタイプの接続を作成します。

ヒント接続タイプ

この接続は、パブリックAWSリソースへのリンクに使用
します。リンクの帯域幅は 50 Mbps～ 1 Gbpsです。

Direct Connect：パブリックホスト
型仮想インターフェイス（VIF）

この接続は、AWSVPCへの専用リンクに使用します。リ
ンクの帯域幅は 50 Mbps～ 1 Gbpsです。

注：接続の帯域幅は、購入した権限付与を超えることは

できません。

Direct Connect：プライベートホス
ト型 VIF

この接続は、パブリックAWSリソースへのリンクに使用
します。リンクの固定帯域幅は 1 Gbps超です。

Direct Connect：パブリックホスト
型接続

この接続は、AWSVPCへの専用リンクに使用します。リ
ンクの帯域幅は 1 Gbps超です。

Direct Connect：プライベートホス
ト型接続

この接続は、トランジットゲートウェイを介した最大5,000
の AWS VPCへの専用リンクに使用します。リンクの帯
域幅は1Gbps超です。最大3つのトランジットゲートウェ
イをDirectConnectゲートウェイにアタッチし、最大15,000
の VPCに接続することができます。

Direct Connect：トランジットホス
ト型接続

Cisco Catalyst SD-WANのブランチの場所をリンクするためのワークフロー

次の設定手順を実行する前に、前提条件が満たされ、前提条件の設定が適用されていることを

確認してください。

•インターコネクトゲートウェイ間のインターコネクトを作成します。

Google Cloudへのインターコネクトを作成するためのワークフロー

次の設定手順を実行する前に、前提条件が満たされ、前提条件の設定が適用されていることを

確認してください。

1. Google Cloudポータルを使用して、必要な VPCネットワークを作成します。

2. 接続するネットワークリージョンに Google Cloud Routerを展開します。
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非冗長接続の場合は、GoogleCloudポータルを使用して、接続する各ネットワークリージョ
ンに Google Cloud Routerを展開し、各 Google Cloud Routerの VLANアタッチメントを作
成します。

冗長接続の場合は、Google Cloudポータルを使用して、接続する各ネットワークリージョ
ンに 2つの Google Cloud Routerを展開し、各 Google Cloud Routerの VLANアタッチメン
トを作成します。

3. Google Cloudアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

4. インターコネクトゲートウェイからGoogle CloudRouterへのインターコネクトを作成しま
す

Microsoft Azureへのインターコネクトを作成するためのワークフロー

次の設定手順を実行する前に、前提条件が満たされ、前提条件の設定が適用されていることを

確認してください。

1. Microsoft Azureアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. 必要な Azure ExpressRoute回線を作成します。

3. Azure Virtual Network（VNet）に接続するためのホストプライベートネットワークを検出
します。

4. 次のいずれかのタイプの接続を作成します。

• Azure ExpressRouteへのパブリックピアリング接続

• Azure ExpressRouteへのプライベートピアリング接続

Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの前提条
件の設定

Cisco SD-WAN ManagerとMegaportアカウントの関連付け

前提条件

Megaportアカウントを作成します。Cisco CommerceWorkspace（CCW）での発注プロセスの一
環として、アカウントの作成に関する電子メールをMegaportから受信します。詳細について
は、この電子メールを参照してください。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。
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2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Associate Interconnect Account]をクリックします。

4. 次を設定します。

[Megaport]を選択します。Interconnect Provider

任意の名前を入力します。この名前は、クラウドまたはサイト間

インターコネクトを定義するワークフローでMegaportアカウント
を識別するために使用されます。

Cisco vManageリリース 20.6.1以降では、アカウント名に
スペースを使用することはできません。Cisco SD-WAN
Managerを Cisco vManageリリース 20.5.1から Cisco
vManageリリース 20.6.1にアップグレードする場合は、
アカウント名のスペースを削除するか、スペースを '_'に
置き換えてください。

（注）

アカウント名

説明を入力します。[説明（Description）]
（任意）

Megaportアカウントのユーザー名を入力します。ユーザー名

Megaportアカウントのパスワードを入力します。[パスワード
（Password）]

5. [Add]をクリックします。

Cisco SD-WAN Managerはアカウントを認証し、アカウントの詳細をデータベースに保存しま
す。

インターコネクトゲートウェイのグローバル設定の構成

前提条件

1. Megaportアカウントを作成します。Cisco Commerce Workspace（CCW）での発注プロセス
の一環として、アカウントの作成に関する電子メールをMegaportから受信します。詳細に
ついては、この電子メールを参照してください。

2. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。
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3. [Interconnect Global Settings]をクリックします。

1. グローバル設定を追加するには、[Add]をクリックします。

2. グローバル設定を変更するには、[Edit]をクリックします。

4. 次を設定します。

Cisco Catalyst SD-WANManagerリリース 20.13.1以降では、この
オプションを有効にして、設定グループを使用してマルチクラ

ウドワークフローでデバイスを設定します。

このオプションは、デフォルトで無効です。

ここで設定グループを有効にすると、すべてのクラウド

プロバイダーに対して設定グループが有効になります。

たとえば、ここでこのオプションを有効にすると、他の

すべてのマルチクラウドおよびインターコネクトプロ

バイダーの設定グループも有効になります。

（注）

設定グループの有効化

[Megaport]を選択します。Interconnect Provider

Catalyst 8000vイメージを選択します。ソフトウェアイメージ

インスタンスのサイズは、各 Cisco Catalyst 8000vインスタンス
のコンピューティングフットプリントとスループットを決定し

ます。次のいずれかを選択します。

• [Small]：2vCPU、8GB DRAM、500 Mbps

• [Medium]：4vCPU、16GB DRAM、1 Gbps

• [Large]：8vCPU、32GB DRAM、5 Gbps

Instance Size

インターコネクトゲートウェイ間の接続に割り当てる色を選択

します。

この色は、ブランチの場所間を直接ピアリングしないように制

限されています。同じ色を Cisco Catalyst SD-WANファブリック
内の別の接続に割り当てないでください。

プライベートの色を使用することをお勧めします。

デフォルトの色は使用しないでください。

（注）

Interconnect Transit Color

インターコネクトゲートウェイとクラウドプロバイダー間のピ

アリングに使用される BGP ASNを入力します。

任意の ASNを入力するか、組織で使用されている既存の ASN
を再利用できます。

BGP ASN

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
22

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport

インターコネクトゲートウェイのグローバル設定の構成



サポート対象の最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1

インターコネクトゲートウェイがクラウドゲートウェイに接続

する際のインターフェイスに使用する色を選択します。

インターフェイスに割り当てられる色は、インターコネ

クトゲートウェイデバイスに対して一意であり、クラウ

ドインターコネクトプロバイダー間では共通である必要

があります。

Microsoft Azure展開では、クラウドゲートウェイのWAN
インターフェイスで Cisco Catalyst SD-WANトンネルの色
は自動的に設定されないため、WANインターフェイスの
色を手動で更新する必要があります。テンプレートの色

がブランチルータ、インターコネクトゲートウェイ、お

よびクラウドゲートウェイの色と一致していることを確

認します。

（注）

Interconnect CGW
SDWAN Color

5. 新しく追加したグローバル設定を保存するには、[Save]をクリックします。

変更したグローバル設定を保存するには、[Update]をクリックします。

Cisco Catalyst 8000vインスタンスへのMegaportテンプレートのアタッ
チ

設定グループを有効にした場合、この手順は必要ありません。この場合は、「Create Interconnect
Gateway at a Megaport Location」に進みます。

（注）

Megaportの場所で Cisco Catalyst 8000vインスタンスをインターコネクトゲートウェイとして
展開する前に、Megaportのデフォルトテンプレートをデバイスにアタッチする必要がありま
す。Default_MEGAPORT_ICGW_C8000V_Template_V01という名前のテンプレートをアタッチ
することを推奨します。

1. Cisco SD-WAN Managerメニューから、[Configuration] > [Templates]の順に選択します。

2. [Device Template]をクリックします。

Cisco vManageリリース 20.7.1以前のリリースでは、[Device Templates]のタイトルは [Device]
です。

（注）

3. [TemplateType]として [Default]を選択し、Default_MEGAPORT_ICGW_C8000V_Template_V01
という名前のテンプレートを見つけます。
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4. このテンプレートについて、[...]をクリックし、[Attach Devices]をクリックします。

5. [Available Devices]から Cisco Catalyst 8000vインスタンスを選択し、[Selected Devices]に移
動します。[Attach]をクリックします。

6. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

•色

•ホストネーム

•システム IP

•サイト ID

7. [Configure Devices]をクリックします。

Megaportの場所でのインターコネクトゲートウェイの作成
目的のMegaportの場所に、インターコネクトゲートウェイとして Cisco Catalyst 8000vインス
タンスを展開します。ブランチの場所に最も近いMegaportの場所に Cisco Catalyst 8000vイン
スタンスを展開することをお勧めします。

はじめる前に

1. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

3. 設定グループを有効にしない場合は、Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプ
レートをアタッチします。

4. 設定グループを有効にする場合は、設定グループに関連付けられているデバイスのデバイ
スパラメータを設定していることを確認します。

5. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、インターコネクトゲートウェイを作成するため
に必要なライセンスがあることを確認します。必要なライセンスがないと、インターコネ

クトゲートウェイの作成は失敗します。詳細については、「License Management for Cisco
SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport」を参照してください。

Megaportの場所でのインターコネクトゲートウェイの作成

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Create Interconnect Gateway]をクリックします。

4. 次を設定します。
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[Megaport]を選択します。Interconnect Provider

ゲートウェイを一意に識別する名前を入力します。ゲートウェイ名

説明を入力します。Description（オプション）

CiscoSD-WANManagerでアカウントの詳細を関連付ける際
に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択しま
す。

（最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）アカウン
トに関連付けられているインターコネクトゲートウェイラ

イセンスを表示するには、[Check available licenses]をクリッ
クします。

Account Name

1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリ
ストを更新します。

2. Cisco8000vインスタンスを展開する必要があるMegaport
の場所を選択します。

Location

（最小リリース：Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース
20.14.1）次のいずれかを選択します。

• [Prepaid]：インターコネクトゲートウェイを作成する
ために、プリペイドライセンスタイプを選択します。

Cisco Catalyst SD-WANManagerリリース 20.14.1より前
では、デフォルトではプリペイドライセンスタイプの

みが使用可能でした。

• [PayG]：インターコネクトゲートウェイを作成するた
めに、従量制課金（PAYG）ライセンスタイプを選択
します。

Provider License Type

（最小リリース：Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース
20.14.1）IPトランジット帯域幅の値を選択します。

IPトランジット

（最小リリース：Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース
20.14.1）ドロップダウンリストから、インターコネクト
ゲートウェイを作成するネットワークの正常性のモニタリ

ング（NHM）のリージョンを選択します。

NHM Region

（最小リリース：Cisco vManageリリース 20.10.1）ドロッ
プダウンリストから、インターコネクトゲートウェイを作

成するサイトを選択します。

サイト名
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Cisco Catalyst SD-WANManagerリリース 20.13.1以降では、
クラウドゲートウェイを作成したとき、またはインターコ

ネクトゲートウェイのグローバル設定を構成したときに

[Enable Configuration Group]オプションを有効にした場合
は、次のいずれかのアクションを実行します。

•構成グループを選択します。

•新しい設定グループを作成して使用するには、[Create
New]を選択します。[Create ConfigurationGroup]ダイア
ログボックスで、新しい設定グループの名前を入力し、

[Done]をクリックします。ドロップダウンリストから
新しい設定グループを選択します。

選択した設定グループは、マルチクラウドワークフローで

デバイスを設定するために使用されます。

設定グループの詳細については、『Cisco Catalyst SD-WAN
Configuration Groups』を参照してください。

[Configuration Group]ドロップダウンリストには、
このドロップダウンリストから作成した設定グルー

プのみが含まれています。Cisco Catalyst SD-WAN
で作成された他の設定グループは含まれません。こ

のドロップダウンリストの設定グループには、この

プロバイダーに必要なオプションが含まれていま

す。

（注）

設定グループ

Megaportのデフォルトテンプレートがアタッチされている
Cisco Catalyst 8000vインスタンスのシャーシ番号を選択し
ます。

Cisco vManageリリース 20.10.1以降では、[Site
Name]ドロップダウンリストからサイトを選択す
ると、シャーシ番号が自動的に入力されます。

（注）

[Chassis Number]

次のいずれかを選択します。

• [Default]：インターコネクトのグローバル設定で定義さ
れたインスタンスサイズとソフトウェアイメージを使

用します。

• [Custom]：このゲートウェイの特定のインスタンスサ
イズとソフトウェアイメージを選択します。

Instance Settings
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（最小リリース：Cisco vManageリリース 20.10.1）[Border]
または [Edge]のルータロールを選択します。

このオプションは、マルチリージョンファブリックが有効

になっている場合にのみ使用できます。

MRF Role

（最小リリース：Cisco vManageリリース 20.10.1）[Enabled]
または [Disabled]を選択します。

このオプションは、マルチリージョンファブリックが有効

になっている場合にのみ使用できます。

トランスポートゲートウェイ

（Transport Gateway）

5. [Add]をクリックします。

設定タスクが成功すると、インターコネクトゲートウェイが [Gateway Management]ページに
リストされます。

インターコネクトゲートウェイからの接続のライセンスタイプは、ゲートウェイのライセンス

タイプと同じです。たとえば、ゲートウェイがプリペイドライセンスタイプで展開されている

場合、そのゲートウェイからの接続もプリペイドライセンスを消費します。

AWSへのインターコネクトの作成

AWSアカウントと Cisco SD-WAN Managerの関連付け
1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Cloud]をクリックします。

3. [Associate Cloud Account]をクリックします。

4. 次を設定します。

[Amazon Web Services]を選択します。Cloud Provider

任意の名前を入力します。Cloud Account Name

説明を入力します。[説明（Description）]（任
意）

[No]を選択します。Use for Cloud Gateway

[Key]または [IAM Role]を選択します。Log in to AWS with

API/秘密キーまたはロール ARNを入力します。Role ARN

5. [Add]をクリックします。
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Cisco SD-WANManagerは、AWSへの接続を作成するためのAPIワークフローの一環として、
API/秘密キーまたはロール ARNを使用して AWSでユーザーアカウントを認証します。

ホストプライベートネットワークの検出と AWS VPCのタグ付け
複数のホスト VPCを、タグを使用してグループ化できます。同じタグの下の VPCは、単一の
ユニットと見なされます。インターコネクトゲートウェイからのソフトウェア定義型のクラウ

ドインターコネクトを作成する AWS VPCにタグを付けます。

前提条件

AWSアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

タグの追加

VPCをグループ化し、まとめてタグ付けします。

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Host Private Networks]をクリックします。

4. [Cloud Provider]：[Amazon Web Services]を選択します。

使用可能なホスト VPCが検出され、表に一覧表示されます。

5. 左端の列のチェックボックスを使用して、タグ付けする VPCを選択します。

6. [Tag Actions]をクリックします。

7. [Add Tag]をクリックして、以下を設定します。

説明フィールド

選択した VPCをリンクするタグの名前を入力します。[Tag Name]

選択したVPCに対応するリージョンのリスト。タグからリー
ジョンおよび関連する VPCを除外するには、[X]をクリック
します。

[地域（Region）]

選択したホストVPCのVPC IDのリスト。タグからVPCを除
外するには、[X]をクリックします。

Selected VPCs
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説明フィールド

AWSへのクラウドインターコネクト接続を作成するときに
VPCタグを使用するには、このチェックボックスをオンにし
ます。

有効にすると、タグはクラウドインターコネクト接続にのみ

使用でき、マルチクラウドゲートウェイインテントマッピン

グには使用できません。

このチェックボックスをオンにしない場合、VPCタグを使用
してクラウドインターコネクト接続を作成することはできま

せん。

クラウドゲートウェイを使用してVPCワークロード
を接続する場合、この設定を有効にしないでくださ

い。タグが接続で使用されている場合は、この設定

を編集できません。

（注）

（Cisco vManageリリース
20.9.1以降）[Enable for
SDCI partner Interconnect
Connections]

（Cisco vManageリリース
20.8.1以前）[Enable for
Interconnect Connectivity]

8. [Add]をクリックします。

[Discover Host Private Networks]ページで、選択した VPCにタグが付けられ、タグ名が [Host
VPC Tag]列に表示されます。ソフトウェア定義型のクラウドインターコネクトに VPCタグを
使用することを選択した場合、[Interconnect Enabled]列に [Yes]と表示されます。

タグの編集

既存のタグに VPCを追加するか、既存のタグから VPCを削除します。

Cisco vManageリリース 20.10.1以降では、次の条件に従ってインターコネクト接続に関連付け
られた VPCタグを編集します。

• 1つのVPCのみがVPCタグに関連付けられている場合、タグからVPCを削除することは
できません。タグから VPCを削除するには、インターコネクト接続を削除してからタグ
を編集します。

•トランジットホスト型接続の場合、タグに関連付ける VPCは、そのタグにすでに関連付
けられている VPCと同じリージョンからのものである必要があります。

新しいリージョンの VPCをトランジットホスト型接続にアタッチするには、次の手順を
実行します。

1. リージョンの新しいタグを作成し、必要な VPCを関連付けます。

2. トランジットホスト型接続を編集し、VPCタグを接続にアタッチします。

•プライベート VIFまたはプライベートホスト型接続の場合、タグの編集中に新しいリー
ジョンからの VPCを関連付けることができます。
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Cisco vManageリリース 20.9.1以前のリリースでは、インターコネクト接続に関連付けられて
いる VPCタグを編集することはできません。

（注）

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Host Private Networks]をクリックします。

4. [Cloud Provider]：[Amazon Web Services]を選択します。

使用可能なホスト VPCが検出され、表に一覧表示されます。

5. [Tag Actions]をクリックします。

6. [Edit Tag]をクリックし、必要に応じて以下を変更します。

説明フィールド

ドロップダウンリストからタグ名を選択します。[Tag Name]

このフィールドには、タグに関連付けられたVPCに対応する
リージョンのリストが表示されます。

•ドロップダウンリストから追加のリージョンを選択しま
す。

•タグからリージョンおよび関連する VPCを除外するに
は、[X]をクリックします。

[地域（Region）]

このフィールドには、タグに関連付けられているVPCのリス
トが表示されます。

•ドロップダウンリストから追加の VPCを選択します。

•タグから VPCを除外するには、[X]をクリックします。

Selected VPCs

（読み取り専用）VPCをインターコネクト接続の設定中に使
用するように設定されているか、またはマルチクラウドゲー

トウェイのインテントマッピングに使用するように設定され

ているかを示します。

（Cisco vManageリリース
20.9.1以降）[Enable for
SDCI partner Interconnect
Connections]

（Cisco vManageリリース
20.8.1以前）[Enable for
Interconnect Connectivity]

7. [更新（Update）]をクリックします。
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タグの削除

VPCをグループ化しているタグを削除します。

VPCタグがインターコネクト接続に関連付けられている間は、タグを削除できません。（注）

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Host Private Networks]をクリックします。

4. [Cloud Provider]：[Amazon Web Services]を選択します。

使用可能なホスト VPCが検出され、表に一覧表示されます。

5. [Tag Actions]をクリックします。

6. [タグを削除（Delete Tag）]をクリックします。

7. [Tag Name]：ドロップダウンリストからタグ名を選択します。

8. [Delete]をクリックします。

インターコネクトゲートウェイからAWSへのDirect Connectパブリッ
クホスト型 VIFの作成

前提条件

1. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

3. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

4. AWSアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

5. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

6. Megaportの場所でインターコネクトゲートウェイを作成します。

7. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、接続を作成するために必要なライセンスがある
ことを確認します。必要なライセンスがないと、接続の作成は失敗します。詳細について

は、「Cisco Catalyst SD-WANCloud Interconnect with Megaportのライセンス管理」を参照し
てください。
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手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。

このフィールドは Cisco vManageリリース 20.6.1で導入されました。（注）

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：Direct Connect接続を作成する元となるインターコネクト
ゲートウェイを選択します。

7. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）Megaportアカウントに関連付けられて
いる利用可能なインターコネクトライセンスを表示するには、[Check available licenses]
をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Cloud]を選択します。接続先タイプ

[AWS]を選択します。クラウドサービスプロバ

イダー

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

[Hosted VIF]を選択します。接続タイプ

Cisco SD-WAN Managerで AWSアカウントの詳細を関連付
ける際に入力したアカウント名でAWSアカウントを選択し
ます。

AWS Account

10. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Public]を選択します。VIF Type

1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリス
トを更新します。

2. AWS Direct Connectの場所を選択します。

参照先

接続帯域幅を指定します。

単位：Mbps。

帯域幅
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インターコネクトゲートウェイの BGPピア IDとして使用
するパブリック IPアドレス（CIDR）を入力します。

Interconnect IP Address

AWS BGPピア IDとして使用するパブリック IPアドレス
（CIDR）を入力します。

Amazon IP Address

AWSにアドバタイズするサマリーアドレスとプレフィック
スを入力します。

Prefixes

この接続のセグメント IDを選択します。Segment

11. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。

•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。

設定タスクが成功すると、[Interconnect Connectivity]ページにこの接続が表示されます。

インターコネクトゲートウェイから AWS Direct Connectゲートウェイ
への Direct Connectプライベートホスト型 VIFの作成

前提条件

1. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

3. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

4. AWSアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

5. ホストプライベートネットワークを検出して AWS VPCにタグ付けします。

6. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

7. Megaportの場所でインターコネクトゲートウェイを作成します。

8. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、接続を作成するために必要なライセンスがある
ことを確認します。必要なライセンスがないと、接続の作成は失敗します。詳細について

は、「License Management for Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport」を参照して
ください。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。
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3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。

このフィールドは Cisco vManageリリース 20.6.1で導入されました。（注）

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：Direct Connect接続を作成する元となるインターコネクト
ゲートウェイを選択します。

7. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）Megaportアカウントに関連付けられて
いる利用可能なインターコネクトライセンスを表示するには、[Check available licenses]
をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Cloud]を選択します。接続先タイプ

[AWS]を選択します。クラウドサービスプロ

バイダー

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

[Hosted VIF]を選択します。接続タイプ

Cisco SD-WAN Managerで AWSアカウントの詳細を関連付け
る際に入力したアカウント名で AWSアカウントを選択しま
す。

AWS Account

10. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Private]を選択します。VIF Type

1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリス
トを更新します。

2. AWS Direct Connectの場所を選択します。

AWS GovCloud以外のアカウントには、AWS
GovCloudの場所を使用しないことを推奨しま
す。

（注）

参照先

接続帯域幅を指定します。

単位：Mbps。

帯域幅
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1. [Refresh]ボタンをクリックして、選択した AWSアカウ
ントに関連付けられている Direct Connectゲートウェイ
を取得します。

2. Direct Connect接続を作成する必要がある先の Direct
Connectゲートウェイを選択します。

または、[Add New Direct Connect Gateway]をクリックして、
新しい Direct Connectゲートウェイを作成します。

1. [Gateway Name]を入力します。

2. ゲートウェイの [BGP ASN]を入力します。

3. [Save]をクリックします。

Direct Connect Gateway
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次のいずれかを選択します。

• [Global]：

• BGPピアリング IPアドレスは、内部で予約済みの
/16サブネットから選択されます。

Cisco vManageリリース 20.5.1では、IPアドレスは
サブネット 192.168.0.0/16から選択されます。Cisco
vManageリリース 20.6.1以降では、IPアドレスはサ
ブネット 198.18.0.0/16から選択されます。

• BGP ASNは、グローバル設定から選択されます。

• [Custom]：

• BGPピアリングのカスタム /30 CIDR IPアドレスを
入力します。

•ピアリング用のカスタム BGP ASNを入力します。

• Cisco vManageリリース 20.8.1以降：

•カスタムサブネットの IPアドレスは、
10.0.0.0/8、172.16.0.0/12、192.168.0.0/16の範囲
にある必要があります。

•カスタムサブネットは /30として指定する必要
があります。

•カスタムサブネットは、172.31.251.0/21と競合
しないようにする必要があります。

•カスタムサブネットは、他の接続に使用される
サブネットと競合することはできません。

インターコネクトゲートウェイからの最初のイ

ンターコネクトに対してのみ、カスタム BGP
ASNを指定できます。インターコネクトゲート
ウェイからインターコネクトが作成された後は、

その後作成されたインターコネクトに対してBGP
ASNを変更することはできません。

（注）

設定

この接続のセグメント IDを選択します。Segment
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Cisco vManageリリース 20.8.1以前の場合：

[VPC]を選択します。

[VPC Tags]：VPCタグを選択して、この接続を介してトラ
フィックをルーティングする必要があるVPCを識別します。

添付ファイル

Cisco vManageリリース 20.9.1以降の場合：

次のいずれかを選択します。

• VPC

[Segment]：この接続のセグメント IDを選択します。

[VPC Tags]：VPCタグを選択して、この接続を介してトラ
フィックをルーティングする必要があるVPCを識別します。

• Cloud Gateway

[Cloud Gateways]：この接続にアタッチするクラウドゲート
ウェイを選択します。ドロップダウンが空の場合は、最初に

マルチクラウドワークフローを使用してクラウドゲートウェ

イを作成する必要があります。単一接続の場合、AWSは最
大 10個のクラウドゲートウェイをサポートします。各クラ
ウドゲートウェイは、30個のインターコネクト接続に接続
できます。

11. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。

•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。

設定タスクが成功すると、[Interconnect Connectivity]ページにこの接続が表示されます。

インターコネクトゲートウェイからAWSへのDirect Connectパブリッ
クホスト型接続の作成

前提条件

1. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

3. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

4. AWSアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。
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5. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

6. Megaportの場所でインターコネクトゲートウェイを作成します。

7. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、接続を作成するために必要なライセンスがある
ことを確認します。必要なライセンスがないと、接続の作成は失敗します。詳細について

は、「Cisco Catalyst SD-WANCloud Interconnect with Megaportのライセンス管理」を参照し
てください。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。

このフィールドは Cisco vManageリリース 20.6.1で導入されました。（注）

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：Direct Connect接続を作成する元となるインターコネクト
ゲートウェイを選択します。

7. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）Megaportアカウントに関連付けられて
いる利用可能なインターコネクトライセンスを表示するには、[Check available licenses]
をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Cloud]を選択します。接続先タイプ

[AWS]を選択します。クラウドサービスプロバ

イダー

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

[Hosted Connection]を選択します。接続タイプ

Cisco vManageで AWSアカウントの詳細を関連付ける際に
入力したアカウント名で AWSアカウントを選択します。

AWS Account

10. 以下を設定し、[Next]をクリックします。
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[Public]を選択します。Connection VIF Type

1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリ
ストを更新します。

2. AWS Direct Connectの場所を選択します。

参照先

接続帯域幅を指定します。

単位：Mbps。

帯域幅

インターコネクトゲートウェイの BGPピア IDとして使用
するパブリック IPアドレス（CIDR）を入力します。

Interconnect IP Address

AWS BGPピア IDとして使用するパブリック IPアドレス
（CIDR）を入力します。

Amazon IP Address

ブランチの場所にアドバタイズするサマリー AWSアドレ
スとプレフィックスを入力します。

Prefixes

この接続のセグメント IDを選択します。Segment

11. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。

•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。

設定タスクが成功すると、[Interconnect Connectivity]ページにこの接続が表示されます。

インターコネクトゲートウェイから AWS Direct Connectゲートウェイ
への Direct Connectプライベートホスト型接続の作成

前提条件

1. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

3. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

4. AWSアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

5. ホストプライベートネットワークを検出して AWS VPCにタグ付けします。

6. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

7. Megaportの場所でインターコネクトゲートウェイを作成します。
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8. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、接続を作成するために必要なライセンスがある
ことを確認します。必要なライセンスがないと、接続の作成は失敗します。詳細について

は、「License Management for Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport」を参照して
ください。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。

このフィールドは Cisco vManageリリース 20.6.1で導入されました。（注）

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：Direct Connect接続を作成する元となるインターコネクト
ゲートウェイを選択します。

7. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）Megaportアカウントに関連付けられて
いる利用可能なインターコネクトライセンスを表示するには、[Check available licenses]
をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Cloud]を選択します。接続先タイプ

[AWS]を選択します。クラウドサービスプロ

バイダー

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

[Hosted Connection]を選択します。接続タイプ

Cisco SD-WAN Managerで AWSアカウントの詳細を関連付け
る際に入力したアカウント名で AWSアカウントを選択しま
す。

AWS Account

10. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Private]を選択します。Connection VIF Type
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1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリス
トを更新します。

2. AWS Direct Connectの場所を選択します。

AWS GovCloud以外のアカウントには、AWS
GovCloudの場所を使用しないことを推奨しま
す。

（注）

参照先

接続帯域幅を指定します。

単位：Mbps。

帯域幅

1. [Refresh]ボタンをクリックして、選択した AWSアカウ
ントに関連付けられている Direct Connectゲートウェイ
を取得します。

2. Direct Connect接続を作成する必要がある先の Direct
Connectゲートウェイを選択します。

または、[AddNewDirect Connect Gateway]をクリックして、
新しい Direct Connectゲートウェイを作成します。

1. [Gateway Name]を入力します。

2. ゲートウェイの [BGP ASN]を入力します。

3. [Save]をクリックします。

Direct Connect Gateway
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次のいずれかを選択します。

• [Global]：

• BGPピアリング IPアドレスは、内部で予約済みの
/16サブネットから選択されます。

Cisco vManageリリース 20.5.1では、IPアドレスは
サブネット 192.168.0.0/16から選択されます。Cisco
vManageリリース 20.6.1以降では、IPアドレスは
サブネット 198.18.0.0/16から選択されます。

• BGP ASNは、グローバル設定から選択されます。

• [Custom]：

• BGPピアリングのカスタム /30 CIDR IPアドレスを
入力します。

•ピアリング用のカスタムBGPASNを入力します。

• Cisco vManageリリース 20.8.1以降：

•カスタムサブネットの IPアドレスは、
10.0.0.0/8、172.16.0.0/12、192.168.0.0/16の範囲
にある必要があります。

•カスタムサブネットは /30として指定する必要
があります。

•カスタムサブネットは、172.31.251.0/21と競合
しないようにする必要があります。

•カスタムサブネットは、他の接続に使用され
るサブネットと競合することはできません。

インターコネクトゲートウェイからの最初のイ

ンターコネクトに対してのみ、カスタム BGP
ASNを指定できます。インターコネクトゲート
ウェイからインターコネクトが作成された後は、

その後作成されたインターコネクトに対して

BGP ASNを変更することはできません。

（注）

設定

この接続のセグメント IDを選択します。Segment
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Cisco vManageリリース 20.8.1以前の場合：

[VPC]を選択します。

[VPC Tags]：VPCタグを選択して、この接続を介してトラ
フィックをルーティングする必要がある VPCを識別しま
す。

添付ファイル

Cisco vManageリリース 20.9.1以降の場合：

次のいずれかを選択します。

• VPC

[Segment]：この接続のセグメント IDを選択します。

[VPC Tags]：VPCタグを選択して、この接続を介してトラ
フィックをルーティングする必要がある VPCを識別しま
す。

• Cloud Gateway

[Cloud Gateways]：この接続にアタッチするクラウドゲート
ウェイを選択します。ドロップダウンが空の場合は、最初

にマルチクラウドワークフローを使用してクラウドゲート

ウェイを作成する必要があります。単一接続の場合、AWS
は最大 10個のクラウドゲートウェイをサポートします。各
クラウドゲートウェイは、30個のインターコネクト接続に
接続できます。

11. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。

•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。

設定タスクが成功すると、[Interconnect Connectivity]ページにこの接続が表示されます。

インターコネクトゲートウェイから AWS Direct Connectゲートウェイ
への Direct Connectトランジットホスト型接続の作成

前提条件

1. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

3. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。
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4. AWSアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

5. ホストプライベートネットワークを検出して AWS VPCにタグ付けします。

6. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

7. Megaportの場所でインターコネクトゲートウェイを作成します。

8. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、接続を作成するために必要なライセンスがある
ことを確認します。必要なライセンスがないと、接続の作成は失敗します。詳細について

は、「License Management for Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport」を参照して
ください。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。

このフィールドは Cisco vManageリリース 20.6.1で導入されました。（注）

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：Direct Connect接続を作成する元となるインターコネクト
ゲートウェイを選択します。

7. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）Megaportアカウントに関連付けられて
いる利用可能なインターコネクトライセンスを表示するには、[Check available licenses]
をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Cloud]を選択します。接続先タイプ

[AWS]を選択します。クラウドサービスプロバ

イダー

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

[Hosted Connection]を選択します。接続タイプ
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Cisco SD-WANManagerで AWSアカウントの詳細を関連付
ける際に入力したアカウント名で AWSアカウントを選択
します。

AWS Account

10. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Transit]を選択します。Connection VIF Type

1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリ
ストを更新します。

2. AWS Direct Connectの場所を選択します。

AWS GovCloud以外のアカウントには、AWS
GovCloudの場所を使用しないことを推奨しま
す。

（注）

参照先

接続帯域幅を指定します。

単位：Mbps。

帯域幅

1. [Refresh]ボタンをクリックして、選択した AWSアカ
ウントに関連付けられているDirectConnectゲートウェ
イを取得します。

2. Direct Connect接続を作成する必要がある先の Direct
Connectゲートウェイを選択します。

または、[AddNewDirectConnectGateway]をクリックして、
新しい Direct Connectゲートウェイを作成します。

1. [Gateway Name]を入力します。

2. ゲートウェイの [BGP ASN]を入力します。

3. [Save]をクリックします。

Direct Connect Gateway
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次のいずれかを選択します。

• [Global]：

• BGPピアリング IPアドレスは、内部で予約済み
の /16サブネットから選択されます。

Cisco vManageリリース 20.5.1では、IPアドレス
はサブネット 192.168.0.0/16から選択されます。
Cisco vManageリリース 20.6.1以降では、IPアド
レスはサブネット 198.18.0.0/16から選択されま
す。

• BGPASNは、グローバル設定から選択されます。

• [Custom]：

• BGPピアリングのカスタム /30 CIDR IPアドレス
を入力します。

•ピアリング用のカスタムBGPASNを入力します。

• Cisco vManageリリース 20.8.1以降：

•カスタムサブネットの IPアドレスは、
10.0.0.0/8、172.16.0.0/12、192.168.0.0/16の範
囲にある必要があります。

•カスタムサブネットは /30として指定する必
要があります。

•カスタムサブネットは、172.31.251.0/21と競
合しないようにする必要があります。

•カスタムサブネットは、他の接続に使用され
るサブネットと競合することはできません。

インターコネクトゲートウェイからの最初の

インターコネクトに対してのみ、カスタムBGP
ASNを指定できます。インターコネクトゲー
トウェイからインターコネクトが作成された後

は、その後作成されたインターコネクトに対し

て BGP ASNを変更することはできません。

（注）

設定

この接続のセグメント IDを選択します。Segment
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[Transit Gateway]を選択します。

[Transit Gateway]：

1. [Refresh]ボタンをクリックして、選択した AWSアカ
ウントに関連付けられているトランジットゲートウェ

イを取得します。

2. Direct Connect接続を作成する必要があるトランジット
ゲートウェイを選択します。

または、[Add New Transit Gateway]をクリックして、新し
いトランジットゲートウェイを作成します。

1. [Gateway Name]を入力します。

2. ゲートウェイの [BGP ASN]を入力します。

3. [AWS Region]を選択します。

4. [Save]をクリックします。

[VPC Tags]：VPCタグを選択して、この接続を介してトラ
フィックをルーティングする必要がある VPCを識別しま
す。

[Add Prefixes]をクリックします。

選択したVPCの IPv4CIDRプレフィックスを入力します。
AWS VPCダッシュボードから IPv4 CIDRアドレスを見つ
けることができます。

添付ファイル

11. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。

•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。

設定タスクが成功すると、[Interconnect Connectivity]ページにこの接続が表示されます。

Google Cloudへのインターコネクトの作成

Cisco SD-WAN Managerと Google Cloudアカウントの関連付け
1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Cloud]をクリックします。
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3. [Associate Cloud Account]をクリックします。

4. 次を設定します。

[Google Cloud]を選択します。Cloud Provider

任意の名前を入力します。Cloud Account Name

説明を入力します。[説明（Description）]（任
意）

[No]を選択します。Use for Cloud Gateway

[Upload Credential File]をクリックします。

このファイルは、Google Cloudコンソールにログインして生
成する必要があります。秘密キー IDは、JSONまたは REST
API形式の場合があります。形式は、キーの生成方法によっ
て異なります。詳細については、Google Cloudのドキュメン
トを参照してください。

Private Key ID

5. [Add]をクリックします。

Cisco SD-WAN Managerは、Google Cloudへの接続を作成するためのワークフローの一環とし
て、この秘密キー IDを使用して Google Cloudでユーザーアカウントを認証します。

インターコネクトゲートウェイから Google Cloud Routerへのインター
コネクトの作成

前提条件

1. Google Cloudコンソールを使用して、必要な VPCネットワークを作成します。

2. 接続するネットワークリージョンに Google Cloud Routerを展開します。

非冗長接続の場合は、Google Cloudコンソールで、接続する各ネットワークリージョンに
Google Cloud Routerを展開し、各 Google Cloud Routerの VLANアタッチメントを作成しま
す。

冗長接続の場合は、Google Cloudコンソールで、接続する各ネットワークリージョンに 2
つの Google Cloud Routerを展開し、各 Google Cloud Routerの VLANアタッチメントを作
成します。

インターコネクトアタッチメントで使用するには、GoogleCloudRouterのGoogleASNを 16550
に設定する必要があります。

（注）

3. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。
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4. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

5. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

6. Cisco Catalyst SD-WANのブランチの場所に最も近いMegaportの場所でインターコネクト
ゲートウェイを作成します。

Google Cloudへの冗長接続のために、Megaportファブリックでインターコネクトゲート
ウェイのペアを作成します。非冗長接続の場合は、Megaportの場所にインターコネクト
ゲートウェイを展開します。

7. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

8. Google Cloudアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

9. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、接続を作成するために必要なライセンスがある
ことを確認します。必要なライセンスがないと、接続の作成は失敗します。詳細について

は、「License Management for Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport」を参照して
ください。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：接続を作成する元となるインターコネクトゲートウェイ
を選択します。

7. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）Megaportアカウントに関連付けられて
いる利用可能なインターコネクトライセンスを表示するには、[Check available licenses]
をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Cloud]を選択します。接続先タイプ

[Google Cloud]を選択します。クラウドサービスプ

ロバイダー

Googleアカウントの詳細をCisco SD-WANManagerに関連付ける
際に入力したアカウント名で Googleアカウントを選択します。

Google Account
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サポート対象の最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1

[Shared VPC]を選択して、Google Cloud RouterとGoogle Cloudイ
ンターコネクトを接続にアタッチします。

添付ファイル

サポートされている最小リリース：CiscovManageリリース20.9.1

Google Cloudリージョンを選択します。

リージョン

サポートされている最小リリース：CiscovManageリリース20.9.1

この接続を展開する VPCネットワークを選択します。

VPC Network
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Cisco vManageリリース 20.8.1以前の場合：

冗長性のある接続を作成する場合は、[Enable]を選択します。

[Primary Google Cloud Interconnect Attachment]：

• [Primary Google Cloud Interconnect Attachment]ドロップダウ
ンリストの横にある更新マークをクリックします。

•目的のインターコネクトアタッチメントを選択します。イ
ンターコネクトアタッチメント名の形式は、
<region-name>::<cloud-router-name>::<interconnect-attachment-name>
です。

[Secondary Google Cloud Interconnect Attachment]：

•目的のインターコネクトアタッチメントを選択します。イ
ンターコネクトアタッチメント名の形式は、
<region-name>::<cloud-router-name>::<interconnect-attachment-name>
です。

セカンダリインターコネクトアタッチメントオプション

は、プライマリインターコネクトアタッチメントが属する

リージョンとネットワークに基づいて決定されます。プライ

マリインターコネクトアタッチメントと同じリージョンお

よびネットワークに未使用のインターコネクトアタッチメ

ントがない場合、このドロップダウンリストは空になり、

Google Cloudポータルで冗長インターコネクトアタッチメ
ントを作成する必要があることが示されます。

冗長性のない接続を作成する場合は、[Disable]を選択します。

[Google Cloud Interconnect Attachment]：

• [Google Cloud Interconnect Attachment]ドロップダウンリスト
の横にある更新マークをクリックします。

•目的のインターコネクトアタッチメントを選択します。イ
ンターコネクトアタッチメント名の形式は、
<region-name>::<cloud-router-name>::<interconnect-attachment-name>
です。

冗長性
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Cisco vManageリリース 20.9.1以降の場合：

[Google Cloud Router]：

• [Google Cloud Router]ドロップダウンリストの横にある更新
マークをクリックします。

• Google Cloud Routerを選択するか、[Add New Google Cloud
Router]をクリックします。

[AddNewGoogleCloudRouter]をクリックした場合は、[AddGoogle
Cloud Router]スライドインペインでルータ設定を構成します。

以下を設定し、[Save]をクリックします。

• [Region]：Google Cloud Routerのリージョンを選択します。

• [VPC Network]：Google Cloud Routerネットワークを選択し
ます。

• [Cloud Router Name]：固有のGoogle Cloud Router名を入力し
ます。

Google Cloud Routerは常に、BGP ASNが 16,550、
MTUが 1,500、デフォルトルーティング有効で作成
されます。

（注）

[Google Cloud Interconnect Attachment]：

• [Google Cloud Interconnect Attachment]ドロップダウンリスト
の横にある更新マークをクリックします。

•必要なインターコネクトアタッチメントを選択するか、[Add
NewGoogleCloud InterconnectAttachment]をクリックします。

[Add New Google Cloud Interconnect Attachment]をクリックした場
合は、[Add Google Cloud Interconnect Attachment]スライドインペ
インでルータ設定を構成します。

以下を設定し、[Save]をクリックします。

• [Region]：Google Cloudインターコネクトアタッチメントの
リージョンを選択します。

• [VPCNetwork]：インターコネクトアタッチメント用のGoogle
Cloudネットワークを選択します。

• [Cloud Router Name]：インターコネクトアタッチメント用
に、選択したリージョンと VPCネットワークに展開された
Google Cloud Routerを選択します。

• [IC Attachment Name]：インターコネクトアタッチメントの
一意の名前を入力します。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
52

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport

インターコネクトゲートウェイから Google Cloud Routerへのインターコネクトの作成



[Secondary Zone]：このアタッチメントをセカンダリゾーン
に展開する場合は、このチェックボックスをオンにします。

•

10. プライマリ仮想クロスコネクトアタッチメントに次の設定を構成し、[Next]をクリック
します。

1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリストを
更新します。

2. Google Cloud Routerとプライマリインターコネクトアタッチ
メントを作成したGoogleCloudリージョンに最も近いMegaport
の場所を選択します。

Peering Location

プライマリ接続の一意の名前を入力します。Connection Name

接続帯域幅（Mbps）を選択します。許可された帯域幅の値のリス
トは、選択したピアリングの場所に基づいて作成されます。

Bandwidth (Mbps)

11. ステップ 8で冗長性を有効にした場合は、セカンダリ仮想クロスコネクトアタッチメン
トに次の設定を構成し、[Next]をクリックします。

1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリストを
更新します。

2. Google Cloud Routerとセカンダリインターコネクトアタッチ
メントを作成したGoogleCloudリージョンに最も近いMegaport
の場所を選択します。

冗長性を確保するために、プライマリインターコ

ネクトアタッチメントに関連付けられているピア

リングの場所以外の場所を選択します。

ヒント

Peering Location

セカンダリ接続の一意の名前を入力します。Connection Name

セカンダリ接続の帯域幅は、プライマリ接続の帯域幅と同じ値に

設定されます。

Bandwidth (Mbps)

セカンダリインターコネクトアタッチメントへの接続を確立する

必要があるインターコネクトゲートウェイを選択します。

Source Gateway

12. 以下を設定し、[Next]をクリックします。
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[Auto-generated]または [Custom]を選択します。

• [Auto-generated]：インターコネクト BGP ASNはシステムによって
選択されます

• [Custom]：インターコネクト仮想クロスコネクトアタッチメントと
のピアリング用に、任意のインターコネクト BGP ASNを指定しま
す。

インターコネクトゲートウェイからの最初のインターコネ

クトに対してのみ、カスタム BGP ASNを指定できます。
インターコネクトゲートウェイからインターコネクトが作

成された後は、その後作成されたインターコネクトに対し

て BGP ASNを変更することはできません。

（注）

Google Cloud Routerへのインターコネクトの BGPピアリング IPアドレ
スは、サブネット（169.254.0.0/16）から Googleによって自動割り当て
されます。Cisco SD-WAN Managerから IPアドレスを設定することはで
きません。

設定

この接続のセグメント IDを選択します。Segment

13. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。

•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。

接続設定を保存すると、設定タスクが起動し、インターコネクトゲートウェイとGoogle
Cloud Routerのインターコネクトアタッチメントの間にインターコネクトが作成されま
す。

タスクが成功すると、[InterconnectConnectivity]ページにこの接続が表示されます。Google
Cloudコンソールで接続の詳細を表示することもできます。

次の作業：Google Cloudコンソールで、BGPを介してGoogle Cloud Routerからインターコネク
トゲートウェイにアドバタイズされるルートを管理します。

Google Cloud内のクラウドゲートウェイへのインターコネクト接続の
作成

サポートされている最小リリース：Cisco IOS XE Catalyst SD-WANリリース 17.9.1a、Cisco
vManageリリース 20.9.1

前提条件

1. Google Cloudコンソールを使用して、必要な VPCネットワークを作成します。
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2. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

3. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

4. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

5. Cisco Catalyst SD-WANのブランチの場所に最も近いMegaportの場所でインターコネクト
ゲートウェイを作成します。

Google Cloudでは冗長接続のみがサポートされています。Megaportファブリックにイン
ターコネクトゲートウェイのペアを作成する必要があります。

6. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

7. Google Cloudアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

8. マルチクラウドワークフローを使用して Google Cloudゲートウェイを作成します。

9. 接続を作成するために必要なライセンスがあることを確認します。必要なライセンスがな
いと、接続の作成は失敗します。詳細については、「LicenseManagement forCiscoSD-WAN
Cloud Interconnect with Megaport」を参照してください。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：接続を作成する元となるインターコネクトゲートウェイ
を選択します。

7. Megaportアカウントに関連付けられている利用可能なインターコネクトライセンスを表
示するには、[Check available licenses]をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Cloud]を選択します。接続先タイプ

[Google Cloud]を選択します。クラウドサービスプ

ロバイダー

Googleアカウントの詳細をCisco SD-WANManagerに関連付ける
際に入力したアカウント名で Googleアカウントを選択します。

Google Account
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クラウドゲートウェイに接続するには、[Cloud Gateway]を選択
します。

[CloudGateways]：ドロップダウンリストからクラウドゲートウェ
イを 1つだけ選択できます。

添付ファイル

10. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

プライマリ

プライマリGoogleCloudRouterは、選択したクラウドゲートウェ
イに基づいて自動入力されます。

Google Cloud Router

必要なインターコネクトアタッチメントを選択するか、[AddNew
Google Cloud Interconnect Attachment]をクリックします。

[Add New Google Cloud Interconnect Attachment]をクリックした場
合は、[Add Google Cloud Interconnect Attachment]スライドインペ
インでルータ設定を構成します。

以下を設定し、[Save]をクリックします。

• [Region]：Google Cloudインターコネクトアタッチメントの
リージョンを選択します。

• [VPC Network]：インターコネクトアタッチメント用に関連
付けられたネットワークを選択します。

• [CloudRouterName]：選択したリージョンとVPCネットワー
クに展開された Google Cloud Routerを選択します。

• [IC Attachment Name]：一意のアタッチメント名を入力しま
す。

• [Secondary Zone]：このアタッチメントをセカンダリゾーン
に展開する場合は、このチェックボックスをオンにします。

Google Cloud
Interconnect
Attachment

セカンダリ

セカンダリGoogleCloudRouterは、選択したクラウドゲートウェ
イに基づいて自動入力されます。

Google Cloud Router
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必要なインターコネクトアタッチメントを選択するか、[AddNew
Google Cloud Interconnect Attachment]をクリックします。

[Add New Google Cloud Interconnect Attachment]をクリックした場
合は、[Add Google Cloud Interconnect Attachment]スライドインペ
インでインターコネクト設定を構成します。

以下を設定し、[Save]をクリックします。

• [Region]：Google Cloudインターコネクトアタッチメントの
リージョンを選択します。

• [VPC Network]：インターコネクトアタッチメント用に関連
付けられたネットワークを選択します。

• [CloudRouterName]：選択したリージョンとVPCネットワー
クに展開された Google Cloud Routerを選択します。

• [IC Attachment Name]：一意のアタッチメント名を入力しま
す。

• [Secondary Zone]：このアタッチメントをセカンダリゾーン
に展開する場合は、このチェックボックスをオンにします。

Google Cloud
Interconnect
Attachment

11. プライマリ仮想クロスコネクトアタッチメントに次の設定を構成し、[Next]をクリック
します。

1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリストを
更新します。

2. Google Cloud Routerとプライマリインターコネクトアタッチ
メントを作成したGoogleCloudリージョンに最も近いMegaport
の場所を選択します。

Peering Location

プライマリ接続の一意の名前を入力します。Connection Name

接続帯域幅（Mbps）を選択します。許可された帯域幅の値のリス
トは、選択したピアリングの場所に基づいて作成されます。

Bandwidth (Mbps)

12. セカンダリ仮想クロスコネクトアタッチメントに次の設定を構成し、[Next]をクリック
します。
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1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリストを
更新します。

2. Google Cloud Routerとセカンダリインターコネクトアタッチ
メントを作成したGoogleCloudリージョンに最も近いMegaport
の場所を選択します。

冗長性を確保するために、プライマリインターコ

ネクトアタッチメントに関連付けられているピア

リングの場所以外の場所を選択します。

ヒント

Peering Location

セカンダリ接続の一意の名前を入力します。Connection Name

セカンダリ接続の帯域幅は、プライマリ接続の帯域幅と同じ値に

設定されます。

Bandwidth (Mbps)

セカンダリインターコネクトアタッチメントへの接続を確立する

必要があるインターコネクトゲートウェイを選択します。

Source Gateway

13. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Auto-generated]または [Custom]を選択します。

• [Auto-generated]：インターコネクト BGP ASNはシステムによって
選択されます

• [Custom]：インターコネクト仮想クロスコネクトアタッチメントと
のピアリング用に、任意のインターコネクト BGP ASNを指定しま
す。

インターコネクトゲートウェイからの最初のインターコネ

クトに対してのみ、カスタム BGP ASNを指定できます。
インターコネクトゲートウェイからインターコネクトが作

成された後は、その後作成されたインターコネクトに対し

て BGP ASNを変更することはできません。

（注）

Google Cloud Routerへのインターコネクトの BGPピアリング IPアドレ
スは、サブネット（169.254.0.0/16）から Googleによって自動割り当て
されます。Cisco SD-WAN Managerから IPアドレスを設定することはで
きません。

設定

この接続のセグメント IDを選択します。Segment

14. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。

•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。
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接続設定を保存すると、設定タスクが起動し、インターコネクトゲートウェイとGoogle
Cloud Routerのインターコネクトアタッチメントの間にインターコネクトが作成されま
す。

タスクが成功すると、[InterconnectConnectivity]ページにこの接続が表示されます。Google
Cloudコンソールで接続の詳細を表示することもできます。

次の作業：Google Cloudコンソールで、BGPを介してGoogle Cloud Routerからインターコネク
トゲートウェイにアドバタイズされるルートを管理します。

Microsoft Azureへのインターコネクトの作成

Cisco SD-WAN ManagerとMicrosoft Azureアカウントの関連付け
1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Cloud]をクリックします。

3. [Associate Cloud Account]をクリックします。

4. 次を設定します。

[Microsoft Azure]を選択します。Cloud Provider

任意の名前を入力します。Cloud Account Name

説明を入力します。[説明（Description）]（任
意）

[No]を選択します。Use for Cloud Gateway

Azure Active Directory（AD）の IDを入力します。

テナント IDを見つけるには、Azure Active
Directoryに移動し、[Properties]をクリックしま
す。

ヒント

テナント ID

使用する Azureサブスクリプションの IDを入力します。サブスクリプション ID

既存の Azureアプリケーション IDを入力します。Azure AD
にアプリケーションを登録する方法、クライアント IDと秘
密キーを取得する方法などの詳細については、Azureのドキュ
メントを参照してください。

Client ID

クライアント IDに関連付けられたパスワードを入力します。Secret Key

5. [Add]をクリックします。
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ホストプライベートネットワークの検出とMicrosoft Azure VNetのタ
グ付け

インターコネクトゲートウェイからのソフトウェア定義型のクラウドインターコネクトを作成

するMicrosoftAzureVNetにタグを付けます。同じVNetタグを使用してグループ化されたAzure
VNetは、単一のユニットと見なされます。

前提条件

Microsoft Azureアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

タグの追加

VNetをグループ化し、まとめてタグ付けします。

異なるリソースグループに属する VNetを一緒に使用することはできません。（注）

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Host Private Networks]をクリックします。

4. [Cloud Provider]：[Microsoft Azure]を選択します。

使用可能なホスト VNetが検出され、表に一覧表示されます。

5. 対応するチェックボックスをオンにして、タグ付けする Azure VNetを選択します。

6. [Tag Actions]をクリックします。

7. [Add Tag]をクリックして、以下を設定します。

説明フィールド

タグの名前を入力します。[Tag Name]

[Add Tag]をクリックする前に VNetを選択した場合、この
フィールドには、選択したVNetに対応するリージョンのリス
トが表示されます。

• [Add Tag]をクリックする前に VNetを選択しなかった場
合、またはリージョンをさらに選択する場合は、ドロッ

プダウンリストからリージョンを選択します。

•リージョンおよび関連する VNetをタグから除外するに
は、[X]をクリックします。

[地域（Region）]
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説明フィールド

[Add Tag]をクリックする前に VNetを選択した場合、この
フィールドには、選択したホストVNetのVNet IDのリストが
表示されます。

• [Add Tag]をクリックする前に VNetを選択しなかった場
合、またはVNetをさらに選択する場合は、ドロップダウ
ンリストから VNetを選択します。

•タグから VNetを除外するには、[X]をクリックします。

Selected VNets

Microsoft Azureへのインターコネクト接続を作成するときに
VNetタグを使用するには、このチェックボックスをオンにし
ます。

インターコネクト接続に対して有効になっている場合、タグ

はMicrosoft Azureマルチクラウドワークフローで使用するこ
とはできません。

インターコネクト接続に対して有効になっていない場合、タ

グはMicrosoft Azureマルチクラウドワークフローでのみ使用
できます。

クラウドゲートウェイを使用してVNetワークロー
ドに接続する場合、この設定を有効にしないでく

ださい。

（注）

（Cisco vManageリリース
20.9.1以降）[Enable for
SDCI partner Interconnect
Connections]

（Cisco vManageリリース
20.8.1以前）[Enable for
Interconnect Connectivity]

8. [Add]をクリックします。

[Host Private Networks]ページで、先ほど選択した Azure vNetにタグが付けられ、タグ名が
[VNET Tag]列に表示されます。クラウドインターコネクトに vNetタグを使用することを選択
した場合、[Interconnect Enabled]列に [Yes]と表示されます。

タグの編集

既存のタグに VNetを追加するか、既存のタグから VNetを削除します。

Cisco vManageリリース 20.10.1以降では、次の条件に従ってインターコネクト接続に関連付け
られた VNetタグを編集します。

• 1つの VNetのみが VNetタグに関連付けられている場合、タグから VNetを削除すること
はできません。タグから VNetを削除するには、インターコネクト接続を削除してからタ
グを編集します。

•仮想WANアタッチメントを使用したプライベートピアリング接続の場合、タグに関連付
ける VNetは、タグにすでに関連付けられている VNetと同じリージョンのものである必
要があります。
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新しいリージョンの VNetをプライベートピアリング接続にアタッチするには、次の手順
を実行します。

1. リージョンの新しいタグを作成し、必要な VNetを関連付けます。

2. プライベートピアリング接続を編集し、VNetタグを接続にアタッチします。

• VNetアタッチメントを使用したプライベートピアリング接続の場合、タグの編集中に、
新しいリージョンの VNetをタグに関連付けることができます。

Cisco vManageリリース 20.9.1以前のリリースでは、インターコネクト接続に関連付けられて
いる VNetタグを編集することはできません。

（注）

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Host Private Networks]をクリックします。

4. [Cloud Provider]：[Microsoft Azure]を選択します。

使用可能なホスト VNetが検出され、表に一覧表示されます。

5. [Tag Actions]をクリックします。

6. [Edit Tag]をクリックし、必要に応じて以下を変更します。

説明フィールド

ドロップダウンリストからタグ名を選択します。[Tag Name]

このフィールドには、タグに関連付けられたVNetに対応する
リージョンのリストが表示されます。

•ドロップダウンリストから追加のリージョンを選択しま
す。

•リージョンおよび関連する VNetをタグから除外するに
は、[X]をクリックします。

[地域（Region）]

このフィールドには、タグに関連付けられているVNetのリス
トが表示されます。

•ドロップダウンリストから追加の VNetを選択します。

•タグから VNetを除外するには、[X]をクリックします。

Selected VNets

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
62

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport

ホストプライベートネットワークの検出とMicrosoft Azure VNetのタグ付け



説明フィールド

（読み取り専用）VNetをインターコネクト接続の設定中に使
用するように設定されているか、またはマルチクラウドゲー

トウェイのインテントマッピングに使用するように設定され

ているかを示します。

（Cisco vManageリリース
20.9.1以降）[Enable for
SDCI partner Interconnect
Connections]

（Cisco vManageリリース
20.8.1以前）[Enable for
Interconnect Connectivity]

7. [Update]をクリックします。

タグの削除

VNetをグループ化しているタグを削除します。

VNetタグがインターコネクト接続に関連付けられている間は、タグを削除できません。（注）

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Host Private Networks]をクリックします。

4. [Cloud Provider]：[Microsoft Azure]を選択します。

使用可能なホスト VNetが検出され、表に一覧表示されます。

5. [Tag Actions]をクリックします。

6. [タグを削除（Delete Tag）]をクリックします。

7. [Tag Name]：ドロップダウンリストからタグ名を選択します。

8. [Delete]をクリックします。

インターコネクトゲートウェイからMicrosoft Azure ExpressRouteへの
Microsoftピアリング接続の作成

前提条件

1. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。
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3. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

4. Microsoft Azureアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

5. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

6. Megaportの場所でインターコネクトゲートウェイを作成します。

Microsoft Azureに接続するために、Megaportファブリックにインターコネクトゲートウェ
イのペアを作成します。デフォルトは冗長接続であり、この設定のみがサポートされてい

ます。

7. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、接続を作成するために必要なライセンスがある
ことを確認します。必要なライセンスがないと、接続の作成は失敗します。詳細について

は、「License Management for Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport」を参照して
ください。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
に移動します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：接続を作成する元となるインターコネクトゲートウェイ
を選択します。

7. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）Megaportアカウントに関連付けられて
いる利用可能なインターコネクトライセンスを表示するには、[Check available licenses]
をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Cloud]を選択します。接続先タイプ

[Microsoft Azure]を選択します。クラウドサービス

プロバイダー

Microsoft Azureアカウントの詳細を Cisco SD-WAN Managerに関
連付ける際に入力したアカウント名でMicrosoftAzureアカウント
を選択します。

Azure Account

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport
64

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport

インターコネクトゲートウェイからMicrosoft Azure ExpressRouteへのMicrosoftピアリング接続の作成

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/segmentation/ios-xe-17/segmentation-book-xe/segmentation.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/cloudonramp/ios-xe-17/cloud-onramp-book-xe/license-mgmt-sdwan-megaport.html


ExpressRoute
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1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な ExpressRouteの
リストを更新します

2. ExpressRouteを選択するか、[AddNewExpressRoute]をクリッ
クします。

（注） • Cisco vManageリリース 20.8.1以降では、Equinix
ExpressRouteを使用できます。

Equinix ExpressRouteは、Cisco vManageリリース
20.6.1およびCisco vManageリリース 20.7.1ではサ
ポートされていません。

• Cisco vManageリリース 20.8.1以降では、使用可能
な ExpressRouteのリストのドロップダウンに表示
される、それぞれのインターコネクトプロバイ

ダー用に作成されたすべての ExpressRouteは、プ
ロビジョニングのステータスに応じて色分けされ

ます。色とその意味のリストを示します。

•黒：プロビジョニングされていません。

•グレー：プロビジョニング済み。

•赤：失敗。

•選択した Azureアカウントのプロビジョニングさ
れていない ExpressRouteのみを選択できます。
ExpressRouteの状態は、Microsoft Azureポータル
で確認できます。

[Add New ExpressRoute]をクリックした場合は、[Create New
ExpressRoute]スライドインペインで ExpressRoute設定を構成
します。

次の項目を設定して、[保存（Save）]をクリックします。

• [Resource Group]：Microsoft Azureアカウントに関連付け
られているリソースグループを選択します。

• [Region]：Azureリージョンを選択します。

• [InstanceName]：ExpressRouteインスタンスの名前を入力
します。

• [Provider]：[Megaport]を選択します。

• [Peering Location]：[Refresh]ボタンをクリックして、使
用可能な場所のリストを更新します。ExpressRouteの場
所を選択します。

• [Bandwidth]：ExpressRoute回線の帯域幅を選択します。
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[SKU]：[Premium]または [Standard] SKUを選択します。•

• [Billing Model]：[Metered]課金または [Unlimited]を選択
します。

10. ExpressRouteへのプライマリ接続について次の設定を構成し、[Next]をクリックします。

場所は、前に選択した ExpressRouteに基づいて自動的に選択さ
れます。

Peer Location

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

接続帯域幅（Mbps）を選択します。許可された帯域幅の値のリ
ストは、選択したExpressRouteの場所に基づいて作成されます。

Bandwidth (Mbps)

11. ExpressRouteへのセカンダリ接続について次の設定を構成し、[Next]をクリックします。

場所は、前に選択した ExpressRouteに基づいて自動的に選択さ
れます。

Peer Location

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

セカンダリ接続の帯域幅は、プライマリ接続の帯域幅と同じ値

に設定されます。

Bandwidth (Mbps)

セカンダリ接続を確立する必要があるインターコネクトゲート

ウェイを選択します。

Source Gateway

12. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Public]を選択します。展開タイプ

プライマリインターコネクトゲートウェイからの BGPピアリ
ングの /30 CIDRパブリック IPアドレスを入力します。

接続を作成する前に、パブリック IPv4アドレスの使用が組織で
許可されていることを確認してください。

Primary IPv4 Subnet

セカンダリインターコネクトゲートウェイからの BGPピアリ
ングの /30 CIDRパブリック IPアドレスを入力します。

接続を作成する前に、パブリック IPv4アドレスの使用が組織で
許可されていることを確認してください。

Secondary IPv4 Subnet

インターコネクトゲートウェイにアドバタイズするサマリーア

ドレスとプレフィックスを入力します。

BGP Advertise Prefix

この接続のセグメント IDを選択します。Segment

13. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。
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•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。

接続設定を保存すると、設定タスクが起動します。このタスクでは、次のリソースが作成され

ます。

•インターコネクトゲートウェイと ExpressRoute間のMegaportファブリック内の仮想クロ
スコネクト

• ExpressRoute回線のMicrosoft Azureパブリック/プライベートピアリング

• vNetゲートウェイ（vNet用の vNetゲートウェイが存在しない場合）

• ExpressRouteと vNetゲートウェイ間の接続

タスクが成功すると、[Interconnect Connectivity]ページにこの接続が表示されます。

Microsoft Azureポータルで接続の詳細を表示することもできます。

インターコネクトゲートウェイからMicrosoft Azure ExpressRouteへの
プライベートピアリング接続の作成

前提条件

1. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

3. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

4. Microsoft Azureアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

5. ホストプライベートネットワークを検出してMicrosoft Azure VNetをタグ付けします。

6. Cisco Catalyst 8000vインスタンスにMegaportテンプレートをアタッチします。

7. Megaportの場所でインターコネクトゲートウェイを作成します。

Microsoft Azureに接続するために、Megaportファブリックにインターコネクトゲートウェ
イのペアを作成します。デフォルトは冗長接続であり、この設定のみがサポートされてい

ます。

8. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、接続を作成するために必要なライセンスがある
ことを確認します。必要なライセンスがないと、接続の作成は失敗します。詳細について

は、「License Management for Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport」を参照して
ください。
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手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
に移動します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：Direct Connect接続を作成する元となるインターコネクト
ゲートウェイを選択します。

7. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）Megaportアカウントに関連付けられて
いる利用可能なインターコネクトライセンスを表示するには、[Check available licenses]
をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Cloud]を選択します。接続先タイプ

[Microsoft Azure]を選択します。クラウドサービスプ

ロバイダー

Microsoft Azureアカウントの詳細を Cisco SD-WANManagerに関
連付ける際に入力したアカウント名でMicrosoft Azureアカウン
トを選択します。

Azure Account
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ExpressRoute
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1. [Refresh]ボタンをクリックして、使用可能なExpressRouteの
リストを更新します

2. ExpressRouteを選択するか、[AddNewExpressRoute]をクリッ
クします。

（注） • Cisco vManageリリース 20.8.1以降では、Equinix
ExpressRouteを使用できます。

Equinix ExpressRouteは、Cisco vManageリリース
20.6.1および Cisco vManageリリース 20.7.1では
サポートされていません。

• Cisco vManageリリース 20.8.1以降では、使用可
能なExpressRouteのリストのドロップダウンに表
示される、それぞれのインターコネクトプロバ

イダー用に作成されたすべてのExpressRouteは、
プロビジョニングのステータスに応じて色分けさ

れます。色とその意味のリストを示します。

•黒：プロビジョニングされていません。

•グレー：プロビジョニング済み。

•赤：失敗。

•選択したAzureアカウントのプロビジョニングさ
れていない ExpressRouteのみを選択できます。
ExpressRouteの状態は、Microsoft Azureポータル
で確認できます。

[Add New ExpressRoute]をクリックした場合は、[Create New
ExpressRoute]スライドインペインでExpressRoute設定を構成
します。

次の項目を設定して、[保存（Save）]をクリックします。

• [ResourceGroup]：Microsoft Azureアカウントに関連付け
られているリソースグループを選択します。

• [Region]：Azureリージョンを選択します。

• [Instance Name]：ExpressRouteインスタンスの名前を入
力します。

• [Provider]：[Megaport]を選択します。

• [Peering Location]：[Refresh]ボタンをクリックして、使
用可能な場所のリストを更新します。ExpressRouteの場
所を選択します。

• [Bandwidth]：ExpressRoute回線の帯域幅を選択します。
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[SKU]：[Premium]または [Standard] SKUを選択します。•

• [Billing Model]：[Metered]課金または [Unlimited]を選択
します。

10. ExpressRouteへのプライマリ接続について次の設定を構成し、[Next]をクリックします。

場所は、前に選択した ExpressRouteに基づいて自動的に選択さ
れます。

Peer Location

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

接続帯域幅（Mbps）を選択します。許可された帯域幅の値のリ
ストは、選択したExpressRouteの場所に基づいて作成されます。

Bandwidth (Mbps)

11. ExpressRouteへのセカンダリ接続について次の設定を構成し、[Next]をクリックします。

場所は、前に選択した ExpressRouteに基づいて自動的に選択さ
れます。

Peer Location

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

セカンダリ接続の帯域幅は、プライマリ接続の帯域幅と同じ値

に設定されます。

Bandwidth (Mbps)

セカンダリ接続を確立する必要があるインターコネクトゲート

ウェイを選択します。

Source Gateway

12. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Private]を選択します。展開タイプ
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[Auto-generated]または [Custom]を選択します。

[Auto-generated]：インターコネクト BGP ASN、およびプライマ
リおよびセカンダリ IPv4サブネットがシステムによって選択さ
れます。IPv4サブネットは、内部で予約された /16サブネット
（198.18.0.0/16）から選択されます。

[Custom]：

インターコネクトゲートウェイからの最初のインター

コネクトに対してのみ、カスタム BGP ASNとカスタム
IPv4サブネットを指定できます。インターコネクトゲー
トウェイからインターコネクトが作成された後は、その

後作成されたインターコネクトに対して BGP ASNを変
更することはできません。

（注）

• [BGPASN]：ExpressRouteとのプライマリおよびセカンダリ
ピアリングに選択した ASNを指定します。

• [Primary IPv4 Subnet]：プライマリインターコネクトゲート
ウェイとの BGPピアリングの /30 CIDR IPアドレスを入力
します。

• [Secondary IPv4 Subnet]：セカンダリインターコネクトゲー
トウェイとの BGPピアリングの /30 CIDR IPアドレスを入
力します。

• Cisco vManageリリース 20.8.1以降：

•カスタムサブネットの IPアドレスは、10.0.0.0/8、
172.16.0.0/12、192.168.0.0/16の範囲にある必要がありま
す。

•カスタムサブネットは /30として指定する必要がありま
す。

•カスタムサブネットは、172.31.251.0/21と競合しないよ
うにする必要があります。

•カスタムサブネットは、他の接続に使用されるサブネッ
トと競合することはできません。

BGP-Peering Settings
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次のいずれかを選択します。

• [vNet]：VNetタグを使用して VNetを接続にアタッチしま
す。

• [vWAN]：仮想WANを接続にアタッチし、VNetタグを使
用して仮想WANのリージョンから VNetを選択します。

•サポート対象の最小リリース：CiscovManageリリース20.9.1

[Cloud Gateway]：クラウドゲートウェイを接続にアタッチ
します。接続ごとに最大 5つのクラウドゲートウェイを選
択できます。

添付ファイル

[VNetTags]：VNetタグを選択して、この接続を介してトラフィッ
クをルーティングする必要がある VNetを識別します。

VNet Settings
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virtual WAN Settings
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[vWAN]：新しい仮想WANを選択または追加します。

インターコネクトゲートウェイからMicrosoft Azureへの
最初の接続にのみアタッチする仮想WANを選択できま

（注）

す。同じ仮想WANが、仮想WANをアタッチするように
選択した後続の接続にアタッチされます。

Cisco vManageリリース 20.8.1以降では、Cisco SD-WAN
Managerは、Microsoft Azureアカウントごとに、各
Microsoft Azureリソースグループに対して 1つの vWAN
をサポートします。その vWANが選択され、vWAN接続
の一部として使用されると、同じMicrosoft Azureリソー
スグループへの後続の vWAN接続には同じ vWANが使用
されます。

接続に ExpressRoute回線が選択されると、接続用に
Microsoft Azureリソースグループが決定されます。接続
に属する他のすべてのMicrosoft Azureリソースは、選択
した ExpressRoute回線と同じMicrosoft Azureリソースグ
ループに含まれている必要があります。

[vNet]：VNetタグを選択して、この接続を介してトラフィック
をルーティングする必要がある VNetを識別します。

Cisco SD-WAN Managerは、選択された VNetタグに基づいて
VNetを検索し、VNetが属するリージョンを識別します。選択
された仮想WANと特定されたリージョンについて、Cisco
SD-WAN Managerは、検証に使用できる仮想ハブを見つけて一
覧表示します。仮想ハブが存在しないリージョンの場合、名前

とアドレスプレフィックスを指定して仮想ハブを追加する必要

があります。

[vHub Settings]：

Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース 20.12.1以降で
は、リージョンに複数の Azure Virtual WANハブがある

（注）

場合は、そのリージョンの特定の Azure Virtual WANハ
ブを選択できます。Azure Virtual WANハブを選択する
と、Azure Virtual WAN用に作成される後続のすべての
接続で同じ Azure Virtual WANハブが使用されます。

1. [Add Settings]をクリックします。設定を変更する場合は、
[Edit Settings]をクリックします。

2. 該当するリージョンの仮想ハブ名とアドレスプレフィックス
を確認します。リージョンに仮想ハブが存在しない場合は、

リージョンに使用する仮想ハブの名前とアドレスプレフィッ

クスを入力します。

入力する仮想ハブのアドレスプレフィックスが、（注）
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どの VNetのアドレスプレフィックスとも重複し
ていないことを確認してください。

3. 変更を適用するには、[Save]をクリックします。変更を破棄
するには、[Cancel]をクリックします。

この接続のセグメント IDを選択します。Segment

13. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。

•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。

接続設定を保存すると、設定タスクが起動します。

VNetアタッチメントの場合は、設定タスクにより次のリソースが作成されます。

•インターコネクトゲートウェイと ExpressRoute間のMegaportファブリック内の仮想クロ
スコネクト

• ExpressRoute回線のMicrosoft Azureパブリック/プライベートピアリング

• vNetゲートウェイ（vNet用の vNetゲートウェイが存在しない場合）

• ExpressRouteと vNetゲートウェイ間の接続

仮想WANアタッチメントの場合は、設定タスクにより次のリソースが作成されます。

•インターコネクトゲートウェイと ExpressRoute間のMegaportファブリック内の仮想クロ
スコネクト

• ExpressRoute回線のMicrosoft Azureパブリック/プライベートピアリング

•必要な仮想ハブ

• vNetと仮想ハブ間の接続

•各仮想ハブの ExpressRouteゲートウェイ（必要な場合）

• ExpressRouteゲートウェイと ExpressRoute回線間の接続

タスクが成功すると、[Interconnect Connectivity]ページにこの接続が表示されます。

Microsoft Azureポータルで接続の詳細を表示することもできます。
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インターコネクトゲートウェイ間のインターコネクトの

作成
Cisco SD-WANManagerで、2つ以上のMegaportの場所にあるインターコネクトゲートウェイ
間のインターコネクトを作成できます。これにより、Megaportファブリックを介してこれらの
インターコネクトゲートウェイに接続されている Cisco Catalyst SD-WANブランチの場所をリ
ンクできます。

前提条件

Megaportファブリックを介して接続される Cisco Catalyst SD-WANブランチの場所ごとに、

1. Megaportアカウントを Cisco SD-WAN Managerに関連付けます。

2. インターコネクトゲートウェイのグローバル設定を構成します。

3. 必要なネットワークセグメントを作成します（『Segmentation Configuration Guide』を参
照）。

4. 最も近いMegaportの場所を特定します。

5. ブランチの場所に最も近いMegaportの場所にインターコネクトゲートウェイを作成しま
す。

2つのブランチの場所で定義された VRFがあり、インターコネクトゲートウェイ間の接続を
介して VRFにアタッチされたトラフィックを交換する場合は、インターコネクトゲートウェ
イで VRFと適切な集中管理型ポリシーを設定して、インターコネクトゲートウェイ間の接続
を介してブランチのトラフィックをルーティングする必要があります。

（注）

6. Cisco vManageリリース 20.9.1以降では、接続を作成するために必要なライセンスがある
ことを確認します。必要なライセンスがないと、接続の作成は失敗します。詳細について

は、「License Management for Cisco SD-WAN Cloud Interconnect with Megaport」を参照して
ください。

手順

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

4. [Choose Interconnect Provider]：[MEGAPORT]を選択します。
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このフィールドは Cisco vManageリリース 20.6.1で導入されました。（注）

5. [Choose Interconnect Account]：Cisco SD-WAN Managerでアカウントの詳細を関連付ける
際に入力したアカウント名でMegaportアカウントを選択します。

6. [Choose Interconnect Gateway]：送信元インターコネクトゲートウェイを選択します。

7. （最小リリース：Cisco vManageリリース 20.9.1）Megaportアカウントに関連付けられて
いる利用可能なインターコネクトライセンスを表示するには、[Check available licenses]
をクリックします。

8. [Add Connection]をクリックします。

9. 以下を設定し、[Next]をクリックします。

[Edge]を選択します。接続先タイプ

[Megaport]を選択します。

Cisco vManageリリース 20.6.1以降では、この
フィールドは使用できません。

（注）

プロバイダー

接続の一意の名前を入力します。Connection Name

宛先インターコネクトゲートウェイを選択します。Interconnect Gateway

接続帯域幅を指定します。

単位：Mbps。

帯域幅

10. 接続の概要を確認します。

•接続を作成するには、[Save]をクリックします。

•接続設定を変更するには、[Back]をクリックします。

設定タスクが成功すると、[Interconnect Connectivity]ページにこの接続が表示されます。

設定の確認と変更

インターコネクトゲートウェイと接続の概要の表示

[Interconnect]ページでは、作成したインターコネクトゲートウェイと接続の概要を確認できま
す。インターコネクトゲートウェイを作成していない場合、このページにはインターコネクト

ゲートウェイと接続を作成および管理するためのワークフローの概要が表示されます。
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1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

次の情報が表示されます。

•インターコネクトゲートウェイの総数

•到達可能な（アップ状態の）インターコネクト
ゲートウェイの数

•到達不能な（ダウン状態の）インターコネクト
ゲートウェイの数

Interconnect Gateways

•接続の合計数

•アップ状態の接続の数

•ダウン状態の接続の数

接続

すべてのインターコネクトゲートウェイとゲートウェ

イからの接続の要約リスト。

Summary Table

接続の表示、編集、または削除

接続プロパティの表示

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

既存の接続の概要がテーブルに示されます。

4. 接続に関する詳細を表示するには、目的の接続の [...]をクリックし、[View]をクリックし
ます。

接続設定の編集

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

既存の接続の概要がテーブルに示されます。
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4. 接続設定を変更するには、目的の接続の [...]をクリックし、[Edit]をクリックします。

次の表は、接続先と接続タイプ（ある場合）に基づいて、編集可能なパラメータを説明し

ています。必要に応じてパラメータを設定します。

Cisco SD-WAN Managerでは、これらの編集可能なパラメータに加えて、接続に関する読
み取り専用のプロパティも表示されます。

アクティブな接続のプロパティのみを変更できます。（注）

表 4 : AWSへのインターコネクト接続の編集可能なプロパティ

適用される接続タイ

プ

説明フィールド

プライベートおよび

パブリックホスト型
VIF

接続帯域幅を変更します。

単位：Mbps。

帯域幅

AWSへのすべての接
続

サポート対象の最小リリース：CiscovManage
リリース 20.10.1

この接続の別のセグメント IDを選択しま
す。

Segment
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適用される接続タイ

プ

説明フィールド

トランジットホスト

型接続

サポート対象の最小リリース：CiscovManage
リリース 20.10.1

1. [Refresh]ボタンをクリックして、選択し
た AWSアカウントに関連付けられてい
るトランジットゲートウェイを取得しま

す。

2. Direct Connect接続を作成する必要があ
るトランジットゲートウェイを選択しま

す。

（注） •次の条件下で、トランジットゲー
トウェイを削除できます。

•削除するトランジットゲート
ウェイは、この接続に関連付

けられている唯一のトラン

ジットゲートウェイではな

い。

•同じ編集操作で、トランジッ
トゲートウェイが提供する

リージョンに対応する VPC
タグを削除する。

•あるリージョンの既存のトラン
ジットゲートウェイを、同じリー

ジョンの別のトランジットゲート

ウェイに置き換えることはできま

せん。

Transit Gateway

• VPCアタッチメ
ントを使用した

プライベートホ

スト型 VIFおよ
びプライベート

ホスト型接続

•トランジットホ
スト型接続

サポート対象の最小リリース：CiscovManage
リリース 20.10.1

VPCタグを選択して、この接続を介してト
ラフィックをルーティングする必要がある

VPCを識別します。

VPC Tags
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適用される接続タイ

プ

説明フィールド

トランジットホスト

型接続

サポート対象の最小リリース：CiscovManage
リリース 20.10.1

[Edit Prefixes]をクリックします。

選択した VPCの IPv4 CIDRプレフィックス
を入力します。AWSVPCダッシュボードか
ら IPv4 CIDRアドレスを見つけることがで
きます。

プレフィックスの追加のみ行うこと

ができます。既存のプレフィックス

を削除することはできません。

（注）

許可プレフィックス

（Allowed Prefixes）

表 5 : Google Cloudへのインターコネクト接続の編集可能なプロパティ

説明フィールド

[Connectivity Speed]ドロップダウンリストから必要な帯域
幅を選択します。

冗長接続の場合は、プライマリ接続またはセカンダリ接続

のいずれかの接続速度を変更します。ピア接続は、同じ接

続速度を使用するように更新されます。

接続の帯域幅オプションは、関連付けられたピアリングの

場所によって異なる場合があります。

接続速度

プライマリ接続またはセカンダリ接続のいずれかのプロパティを変更しま

す。ピア接続は、同じ設定を使用するように更新されます。

（注）

表 6 : Microsoft Azureへのインターコネクト接続の編集可能なプロパティ

適用される接続タイ

プ

説明フィールド

プライベートおよび

パブリック

（Microsoft）ピアリ
ング接続

接続帯域幅を変更します。

単位：Mbps。

MicrosoftAzureへの接続の帯域幅のみ
を増やすことができます。Microsoft
Azureへの接続の場合、CiscoSD-WAN
Managerで接続帯域幅を増やす前に、
AzureポータルでExpressRouteの帯域
幅を増やす必要があります。

（注）

帯域幅
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適用される接続タイ

プ

説明フィールド

プライベートおよび

パブリック

（Microsoft）ピアリ
ング接続

サポート対象の最小リリース：CiscovManage
リリース 20.10.1

この接続の別のセグメント IDを選択しま
す。

Segment

パブリック

（Microsoft）ピアリ
ング接続

サポート対象の最小リリース：CiscovManage
リリース 20.10.1

インターコネクトゲートウェイにアドバタ

イズするサマリーアドレスとプレフィックス

を入力します。

Microsoft Azureのデフォルトでは、
BGPアドバタイズプレフィックスが
正しく表示されないリソースまたは

ネットワークオブジェクトを表示する

ために、ポータルで古いバージョンの

APIが使用されます。Microsoft Azure
ポータルから BGPアドバタイズプレ
フィックスを確認するには、

2020-05-01以降の APIバージョンを
選択します。

（注）

BGP Advertise Prefix

vNet Settings

プライベートピアリ

ング接続

サポート対象の最小リリース：CiscovManage
リリース 20.10.1

VNetタグを選択して、この接続を介してト
ラフィックをルーティングする必要がある

VNetを識別します。

vNet
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適用される接続タイ

プ

説明フィールド

プライベートピアリ

ング接続

サポート対象の最小リリース：CiscovManage
リリース 20.10.1

1. [Edit Settings]をクリックします。

2. 該当するリージョンの仮想ハブ名とアド
レスプレフィックスを確認します。リー

ジョンに仮想ハブが存在しない場合は、

リージョンに使用する仮想ハブの名前と

アドレスプレフィックスを入力します。

入力する仮想ハブのアドレスプ

レフィックスが、どのVNetのア
ドレスプレフィックスとも重複

していないことを確認してくだ

さい。

（注）

3. 変更を適用するには、[Save]をクリック
します。変更を破棄するには、[Cancel]
をクリックします。

vHub Settings

表 7 :エッジデバイス間のインターコネクト接続の編集可能なプロパティ

説明フィールド

接続帯域幅を変更します。

単位：Mbps。

帯域幅

5. 変更を適用するには、[Update]または [Save]をクリックします。
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接続の削除

• AWSへの接続を削除すると、CiscoSD-WANManagerは、接続の確立中に作成されたVIF、
仮想プライベートゲートウェイ、およびルートテーブルのみを削除します。

• AWSへの接続の作成中にDirect Connectゲートウェイまたはトランジットゲートウェイを
作成した場合、Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース 20.12.1以降では、オプションで
Direct Connectゲートウェイとトランジットゲートウェイを削除できます。

• Microsoft Azureへの接続を削除すると、Cisco SD-WAN Managerは、これらの要素が他の
接続で使用されていない場合のみ、接続用に作成された ExpressRoute、VNetゲートウェ
イ、ExpressRouteゲートウェイ、および仮想ハブを削除します。

Cisco Catalyst SD-WAN Managerリリース 20.12.1以降では、必要に応じて、接続の削除時
に Express-Routeと Virtual Wanを削除するか、これらの Azureリソースを管理するかを選
択できます。GCP接続を削除する場合、必要に応じて、Google Cloud Routerを削除する
か、これらのリソースを管理するかを選択できます。

（注）

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Interconnect Connectivity]をクリックします。

既存の接続の概要がテーブルに示されます。

4. 接続を削除するには、目的の接続の [...]をクリックし、[Delete]をクリックします。接続を
削除することを確定します。

インターコネクトゲートウェイの表示、編集、または削除

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Gateway Management]をクリックします。

既存のインターコネクトゲートウェイの詳細がテーブルにまとめられています。

4. このテーブルで、目的のインターコネクトゲートウェイの […]をクリックします。

•インターコネクトゲートウェイの詳細を表示するには、[View]をクリックします。

•インターコネクトゲートウェイの説明を編集するには、[Edit Interconnect Gateway]を
クリックします。
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•インターコネクトゲートウェイを削除するには、[Delete]をクリックして、ゲートウェ
イを削除することを確定します。

インターコネクトゲートウェイは、関連付けられている接続がな

い場合のみ削除できます。

（注）

インターコネクトゲートウェイを削除すると、Megaportファブリックからブランチの
場所の接続が切断されます。

インターコネクトアカウントの表示、編集、または削除

1. Cisco SD-WANManagerのメニューから、[Configuration] > [Cloud OnRamp for Multicloud]
を選択します。

2. [Interconnect]をクリックします。

3. [Account Management]をクリックします。

使用可能なインターコネクトアカウントがテーブルに表示されます。

4. このテーブルで、目的のインターコネクトアカウントの [...]をクリックします。

•インターコネクトアカウントの詳細を表示するには、[View]をクリックします。

•インターコネクトアカウントの詳細を変更するには、[EditAccount Information]をクリック
します。

[Account Name]と [Description]を変更できます。

•インターコネクトアカウントのログイン情報を変更するには、[Edit Account Credentials]を
クリックします。

アカウントの [User Name]と [Password]を変更できます。

Cisco SD-WAN Managerでログイン情報を変更しても、インター
コネクトプロバイダーのログイン情報は変更されません。この設

定オプションは、インターコネクトプロバイダーの関連ポータル

で実行した、アカウントログイン情報の変更内容を複製する場合

にのみ使用してください。

（注）

•インターコネクトアカウントを削除するには、[Remove]をクリックして、アカウントの削
除を確定します。
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監査管理
SDCIプロバイダーのファブリックであるMegaportには、Cisco SD-WAN Managerの状態との
クラウド接続状態の同期の確認を支援する、監査管理のサポートが組み込まれています。監査

プロセスでは、プロバイダーリソース、インターコネクトゲートウェイ、およびクラウドへの

接続をスキャンします。[Audit]画面で、エラーがある場合はエラーが表示され、エラーがない
場合はステータスに [In Sync]と表示されます。

Cisco vManageリリース 20.11.1では、監査管理機能はMegaportファブリックでのみサポート
されます。

（注）

監査レポートへのアクセス

1. [Cloud OnRamp for Multicloud]で、[Interconnect]タブに移動します。

2. [Intent Management]ペインで、[Audit]をクリックします。

3. [Intent Management- Audit]の [Interconnect Gateways]で、ドロップダウンリストから
[Interconnect Provider]を選択します。

4. 目的の監査レポートを表示するには、[Destination Type]を選択し、宛先タイプが [cloud]の
場合はドロップダウンリストから [Cloud Provider]を選択します。

要件に応じて、[Destination Type]に [cloud]または [edge]を選択します。（注）
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次に、監査レポートによってスキャンおよび報告されるさまざまな接続を示します。

• [Edge Gateway]では、Cisco SD-WAN Managerワークフローを使用して作成されたエッジ
ゲートウェイがあることと、それぞれの詳細が示されます。

• [Edge Connections]では、Cisco SD-WAN Managerワークフローを使用して作成されたエッ
ジ接続があることと、それぞれの詳細が示されます。

• [Unknown Edge Gateways]では、Cisco SD-WAN Managerが特定のエッジゲートウェイを認
識できないことが示されます。

• [Unknown Edge Connections]では、Cisco SD-WANManagerが特定のエッジ接続を認識でき
ないことが示されます。

監査レポートに表示されるステータスは次のとおりです。

• In Sync

• Out of Sync

• AUDIT_INFO

（注）

監査の利点

監査は、Cisco SD-WAN Managerインテントとクラウドで実現された内容の間の乖離または不
一致を特定するのに役立ちます。この乖離は、クラウドリソース、接続、および状態に関して

発生します。このような乖離が検出されると、Cisco SD-WAN Managerによりその乖離にフラ
グが付けられ、修正アクションの実行に役立てることができます。

Cisco Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの
トラブルシューティング

対処法シナリオ

• CiscoSD-WANManagerに関連付けられているアカウン
トのログイン情報が正しいことを確認します。

•インターコネクトプロバイダーでログイン情報を更新
した場合は、CiscoSD-WANManagerでアカウントのロ
グイン情報を更新します。

インターコネクトアカウントを

追加できない

デバイスにテンプレートが割り当てられていることを確認

します（推奨テンプレート：

Default_MEGAPORT_ICGW_C8000V_Template_V01）。

インターコネクトゲートウェイ

の作成を試みている際に、デバ

イスリストが空になる
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対処法シナリオ

[Refresh]ボタンをクリックして、使用可能な場所のリスト
を更新します。

インターコネクトゲートウェイ

の作成を試みている際に、目的

の場所が見つからない

1. Cisco SD-WANManagerで設定タスクの進行状況を確認
し、エラーメッセージがないか確認します。

2. インターコネクトグローバル設定を使用している場合
は、選択したソフトウェアイメージがインターコネク

トプロバイダーの場所で使用可能かどうかを確認しま

す。

3. VMインスタンスが展開されていない場合、または IP
プールが使い果たされている場合は、インターコネク

トプロバイダーに確認してください。

インターコネクトゲートウェイ

の作成に失敗した

1. AWSポータルで、目的の Direct Connectゲートウェイ
またはトランジットゲートウェイが使用可能であるこ

とを確認します。

2. [Refresh]ボタンをクリックして、AWSからゲートウェ
イのリストを取得します。

3. ゲートウェイが AWSで使用できない場合は、Cisco
SD-WAN Managerからゲートウェイを作成します。

Direct Connect接続の作成中に、
Direct Connectゲートウェイまた
はトランジットゲートウェイリ

ストが空になる

ホストVPCタグが使用可能であり、インターコネクト接続
に対して有効になっていることを確認します。

Direct Connect接続の作成中に、
ホスト VPCタグがリストに表示
されない

1. Cisco SD-WANManagerで設定タスクの進行状況を確認
し、エラーメッセージがないか確認します。

2. インターコネクトグローバル設定を使用している場合
は、内部 IPアドレスプールが使い果たされているかど
うかを確認します。該当する場合は、一部の接続を削

除して再試行します。

3. カスタム設定を使用している場合は、ピアリングに重
複する CIDRサブネットを入力していないことを確認
します。

4. 接続制限に達しているかどうかを確認します。「Cisco
Catalyst SD-WAN Cloud Interconnect with Megaportの使
用上の注意」を参照してください。

5. インターコネクトプロバイダーアカウントと AWSア
カウントの権限を確認します。

Direct Connect接続の作成に失敗
した
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対処法シナリオ

1. インバウンドおよびアウトバウンドトラフィックに必
要なセキュリティルールがホストVPCに設定されてい
ることを確認します。

2. 仮想インターフェイスが作成され、Direct Connectゲー
トウェイにアタッチされているかどうかを確認します。

3. AWSで、仮想インターフェイスの BGPピアリングス
テータスが UP状態かどうかを確認します。

4. 正しいルートテーブルがホストVPCのメインルーティ
ングテーブルとして使用されているかどうかと、必要

なルートが仮想プライベートゲートウェイまたはトラ

ンジットゲートウェイに伝達されているかどうかを確

認します。

5. 仮想プライベートゲートウェイまたはトランジットゲー
トウェイが、Direct Connectゲートウェイにアタッチさ
れているかどうかを確認します。

トラフィックフローの問題

1. インターコネクトゲートウェイの場所が、接続の作成
時に選択したDirect Connectの場所と近いかどうかを確
認します。

2. 接続に適切な帯域幅が設定されていることを確認しま
す。

遅延の問題

必要なクラウドゲートウェイがマルチクラウドワークフロー

を使用して作成され、このドキュメントに記載されている

最小要件が満たされていることを確認します。

クラウドゲートウェイがドロッ

プダウンリストに表示されない

Cisco Catalyst SD-WANのブランチがインターネットを介し
てクラウドゲートウェイに接続されていて、同じVPCまた
は VNETワークロードにアクセスするためにインターコネ
クトゲートウェイからのインターコネクト接続を介して接

続されている場合、デフォルトでは、ブランチからのトラ

フィックはインターネットを介して送信されます。

インターコネクトゲートウェイを介したプライベートパス

を優先パスにするには、ブランチのWANエッジデバイス、
インターコネクトゲートウェイ、およびクラウドゲート

ウェイに適切な制御ポリシーとデータポリシーを適用しま

す。

クラウドゲートウェイへのイン

ターコネクト接続を作成した後

も、VPCまたは VNETワーク
ロードへのトラフィックがイン

ターネット経由で送信される
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


